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　【3】コーサンビーの王族と仏教

　［0］以上のように、釈尊が初めてコーサンビーを訪問されたのは、舎衛城に仏教がもた

らされたよりも後のことで、阿難が秘書室長に任命されたよりも後のことではないかと考え

られる。

　しかしながら仏教は必ずしも釈尊自身によってでなくては布教されえないということはな

く、また仏教が広くその地域に受容されるためには、その地域において影響力をもつ有力者

が仏教に帰依することが大きな条件の一つであって、当時において有力者の筆頭は王（政治

的権力者）であったから、コーサンビー王室と仏教の係わりも考えておく必要があろう。そ

こでここでは当時のコーサンビー王とその関係者たちとの仏教の関係を調査し、釈尊の生涯

や釈尊教団の形成史について考えてみたい。

　［1］まずはじめに、A文献と B文献にともに登場するコーサンビーの王室に関係する人

物を紹介しておこう。漢訳名は原語にさかのぼって追跡できないものもあるが、文脈からそ

れと知られるものは同定した。

　［1-1］まず釈尊時代のコーサンビーの国王はウデーナ（Udena）であって、サンスクリッ

トではウディヤナ（Udyana）であり、優填、憂陀延、優陀延、優陀延那、日子などと漢訳

される。

　その妃には数人が知られるが、一人はサーマーヴァティー（SAmAvatI）であって、漢訳

には舎彌婆提、舎彌、舎摩、舎摩　底、奢摩　帝、奢弥跋提、紺容、該容などが知られる。

　もう一人の妃はマーガンディヤー（MAgaNDiyA）であって、比類なき美しさであったがゆ

えに無比（p.；AnopamA, skt.；AnupamA）とも呼ばれ、漢訳では阿奴跋摩照堂、帝女、無

比摩建　迦、摩因提女、摩回提女、妙容などが知られる（1）。

　そしてサーマーヴァティーの侍女としてクッジュッタラー（KhujjuttarA）が登場する。

サンスクリットではクブジョーッタラー（KubjottarA）で、漢訳では拘讎多羅、久寿多羅、

潟沒儒怛　、曲背女、度勝である。

　そしてパーリのB文献では、ウデーナ王にもう一人のヴァースラダッター（VAsuladattA）

と呼ばれる妃があったとされる。A文献にはこれに相当する固有名詞は登場しないが、「王

女」とされるものがあり、文脈からはこれに相応すると考えられるので、これも取り上げる。

　またサンスクリット系の B文献には、シュリーマティーというこれまたウデーナ王の妃が

登場する。これは吉祥慧と訳されているが、漢訳のA文献にはこれに相応すると考えられる

善意王女、威徳なる妃が登場するので、これも併せて紹介する。

（1）摩因提、摩回提の「因」と「回」は、いずれかが誤記であろう。

　［1-2］またB文献資料によれば、A文献に登場するボーディ王子（BodhirAjakumAra）

がウデーナ王の息子とされるが、これから紹介する資料の中ではただ名前のみが記されるの

みで、王室の中の登場人物としての役割を演じることはない。したがって本当にコーサンビー

の王室に関係があった人物であるかどうかということから調査しなければならないが、これ

も併せて考察する。

　またウデーナ王と密接に関係する比丘にピンドーラ・バーラドヴァージャ（PiNDola-
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bhAradvAja）がいるが、これはコーサンビーの仏教としては別の主題になるから、これは節

を改めて考察することにしたい。

　［1-3］以下、上記人物別にその資料を紹介するが、一つのエピソードに複数の人物が登

場することが多いので、一つの文献をいくつかに分割することになったことをお断りしてお

く。また分割できないものは2人を併せて紹介する。

　なおこれら登場人物は、文献によってさまざまに表現されていてわかりにくいので、本文

中にはそれぞれ、パーリ語による名前をカタカナ表記にして示し、カッコの中でその文献で

使われている名前を記すことにする。逆に上記以外の人物・地名については、当該の文献に

使われている用語を出し、原則としてそのパーリ名をカッコのなかに記す。また一つの資料

に最初に登場する人名の下には実線のアンダーラインを、後に考察の材料となる記述につい

ては、文章の下に破線のアンダーラインを付しておいた。

　［1-4］以下には、［2］でウデーナ王資料、［3］でサーマーヴァティー王妃資料、［4］

で侍女のクッジュッタラー資料、［5］でサーマーヴァティーとクッジュッタラーが係わり

あっている資料、［6］でヴァースラダッター王妃資料、［7］でマーガンディヤー王妃資料、

［8］でサーマーヴァティー王妃とマーガンディヤー王妃が係わりあっている資料、［9］で

もう一人の王妃と考えられるシュリーマティー資料の順に紹介し、若干の考察を加えていく。

　［2］まずウデーナ王を主な登場人物とする資料を紹介する。

　［2-1］A文献資料には次のようなものがある。

〈1〉ある時ピンドーラ・バーラドヴァージャはコーサンビー国のゴーシタ園に住してい

た。ウデーナ王がピンドーラ・バーラドヴァージャの所へ詣り、「比丘らは年若く、

盛年期の身にあるにかかわらず梵行を修そうとするのはどういう理由であるか」と訊

ねた。バーラドヴァージャは世尊の教えとして、女には母の心、姉妹の心、娘の心を

起こすべきこと、女の身体には不浄なもので満ちていること、眼・耳・鼻・舌・身・

意の感官を制御すべきことを説いた。王は身・語・心を守らず後宮に入るときには欲

念に支配されるが、身・語・心を守って正念にして後宮に入るときには欲念に支配さ

れることはないと語り、仏法僧に終生帰依する優婆塞となった。SN.035-127（vol.
Ⅳ　p.110~113）

〈2〉ある時ピンドーラ（賓頭盧）は拘　彌国瞿師羅園に住した。その時婆蹉国王ウデー

ナ（優陀延那）は賓頭盧の所に詣り、「新学の年少比丘が出家して間もないのに、ど

うして安楽に住して諸根が清らかであり、梵行を修することができるのか」と尋ねた。

賓頭盧は世尊の教えとして、女には母の心、姉妹の心、娘の心を起こすべきこと、女

の身体は不浄なもので満ちていること、眼・耳・鼻・舌・身・意の感官を制御すべき

ことを説いた。王は身を守らず諸根を守らないときは欲望に身を焼かれるが、身を守

り諸根を守るときには内宮にあっても身を焼かれることはないと語り、歓喜随喜して

立ち去った。『雑阿含』1165（大正02　p.311上~中）

〈3〉私の弟子中の第一優婆塞にして、至心に佛に向いて意不變易なるは所謂ウデーナ

（優填）王である（1）。『増一阿含』006-003（大正02　p.560上）　

（1）他に上げられている人物は、「惠施を好喜するは所謂毘沙王なり。所施狹少なるは光明王
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なり。善本を建立するは王波斯匿なり。無根善信を得、歡喜心を起すは所謂王阿闍世なり。

正法を承事するは所謂月光王子なり。聖衆に供奉し意恒に平等なるは所謂造祇　王子なり。

常に彼を濟するを喜び己の為にせざるは師子王子なり。善く人に恭奉し高下有ること無きは

無畏王子なり。顏貎端正にして人のために殊勝なるは所謂　頭王子なり」などである。

〈4〉釈尊が拘深（コーサンビー）・瞿師（ゴーシタ）園の過去四仏の所居の処におられ

た時、ある比丘が舎衛城での雨安居を終えて、釈尊に会うために虚空を飛んで拘深園

に来た。比丘が（釈尊に会う前に）拘深園に坐していると、サーマーヴァティー夫人

（舎彌夫人）が五百女人とともにそこに至り、その比丘を敬うた。それを見たウデー

ナ王（優填王）が怒って比丘を損なおうとするが、サーマーヴァティー夫人に制止さ

れた。王は答えいかんによっては比丘を殺害しようと考えて比丘に禅中間事を問うが、

比丘は黙して答えず、樹神が王の注意を引いている間に比丘は釈尊のいる瞿師園に行っ

た。釈尊は比丘に対して王に法を説くべきであったと説かれた。『増一阿含』

031-002（大正02　p.667上~668上）

〈5〉仏は舎衛国祇樹給孤独園におられた。そのとき波斯匿王、毘沙（ビンビサーラ）王、

ウデーナ王（優填王）、悪生王、優陀延王（1）の５人の王が一処に集まり五欲につい

て議論したが、各王とも主張が異なるので、波斯匿王は他の王を率いて釈尊のもとを

訪れた。釈尊は「欲意が熾盛なる時、欲する所必ず克つべし、得おわって倍す歓喜し、

所願に疑い無し、彼此の欲を得るを以て、貪欲の意は解けず、此れを以て歓喜をなす、

之に縁って最も妙となす」という偈を唱えられ、「色に執着する者は色を最も妙とす

る。同様に、声に執着する者、香に執着する者、味に執着する者、細滑（触のこと）

に執着する者は声、香、味、細滑を最も妙とする。それ故に、色に執着する者は色を

厭い、色に於て出要するならば、涅槃の城に至ることができる。これと同様に、声に

執着する者、香に執着する者、味に執着する者、細滑に執着する者は、各々声、香、

味、細滑を厭い、出要するならば、涅槃の城に至ることができる」と説かれた。『増

一阿含』033-001（大正02　p.681下~682上）

（1）『赤沼辞典』p.699 は「優填王と優陀延王とを別人の如く記せども恐らく同名の別音写な

らん」とするが、水野弘元氏は「優陀延王は蘇尾羅国王 Rudrayanaを指したものと思われ
る」とする（「初期仏教の印度に於ける流通分布に就いて」『仏教研究』7巻 4号　昭和

19年 2 月）p.23。本論文にはあまり重要ではないので、取りあえず優填王をウデーナとし

ておく。なお「悪生王」はウッジェーニーの CaNDapajjota王をさすか。

〈6〉仏は舎衛国祇樹給孤独園におられた。そのとき生漏梵志が釈尊のもとにやって来て、

「どのような因縁や宿行により、人民の類が荒廃するのか」と質問した。釈尊は「人

民の所行が非法だと荒廃する。即ち①　人々が慳貪となること、②　風雨による植物の自
然災害を受けること、③　人々が互いに諍い競って自らの命を失うこと、④　武力によっ
て国が乱れること、⑤　困厄疾病によって国土が荒廃することである」と説かれた。こ
の教えを聞いた梵志は、「もし私が乗象騎馬しているときは波斯匿王、頻婆娑羅王、

ウデーナ王（優填王）、悪生王、優陀延王の梵福を受けようとしているときです。し

かしもし私が偏袒右肩しているときは、私の礼拝を受けて下さい。もし私が歩行して

いるときに瞿曇に会ったならば私は履を脱ぎましょう」と言って、歓喜踊躍して釈尊

に帰依して優婆塞となった。『増一阿含』034-010（大正02　p.697下~698中）　
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〈7〉そのとき釈尊は 500人の比丘たちと共に祇樹給孤独園におられた。ときに帝釈天が

釈尊のもとに現れて、「三十三天にいる如来の母のために、説法されるように」と告

げた。釈尊はこれを黙然として受けられた。そのとき難陀竜王と優槃難陀龍王が閻浮

提を火事にした。阿難は釈尊にこの因縁を尋ねると、釈尊は「龍王の瞋恚によるもの

である」と答えられた。そこで摩訶迦葉、阿那律、離越、摩訶迦旃延、須菩提、優陀

夷、娑竭陀は「龍王を降伏したい」と申し出るも、釈尊は「凶悪であるから教化する

のは難しい」と退けられたが、目連には許可を与えられた。彼は須弥山にいる龍王の

もとに行って教化し、龍王を連れて釈尊のもとに戻って来た。人の姿となった龍王は

釈尊に帰依し、優婆塞となった。そのとき波斯匿王は火事となった因縁を尋ねるため、

釈尊のもとを訪れた。龍王は王の殺意を感じて、祇樹給孤独園に遠からぬところに立

ち去って出現しなかった。王はこの２人を臣下に探索させたが、見つけることができ

なかった。龍王は王に対して瞋恚を起し、害そうとするが、釈尊に命じられた目連が

これを止めさせた。ときに王は珍宝や飲食を施するために釈尊のもとを訪れた。釈尊

は王に「朝、去って行った２人は龍で、王の殺意を感じて害そうとしたが、これを目

連が止めさせたのだ。それ故に目連に与えるように」と告げられた。この間の事情を

知った王は釈尊と目連に感謝の意を表して立ち去った。

　　　ときに釈尊は四衆に告げずに独り、祇樹給孤独園から三十三天へ行かれた。帝釈天

は釈尊が来られたことを知って出迎えた。ときに如来の母摩耶が天女を引連れて釈尊

のもとにやって来た。釈尊が三論（戒論、施論、生天論）、四諦の教えを説かれると、

法眼浄を得た。このとき帝釈天は人間の時節で人間の飲食を施した。ときに波斯匿王

とウデーナ（優填）王が阿難のもとにやって来て、「今、釈尊はどこに居られるのか」

と質問したが、彼も分からなかった。ウデーナ（優填）王は「釈尊に会うことができ

れば、命終してもよい」と考えていた。そこで王は臣下の進言により牛頭旃檀で５尺

の形像を造って供養していた（1）。これを聞いた波斯匿王も紫磨金で５尺の形像を造っ

て供養した。また四衆の人々は阿難と阿那律のもとにやって来て釈尊の所在を尋ねた

が２人とも分からなかった。釈尊は３ヶ月を経たところで神足を捨てられ、声聞らに

三十三天の善法講堂にいることを告げられた。これを知った阿那律と阿難らは目連に

「釈尊が再び戻られるように」と依頼した。そこで目連は三十三天に行ってこれを告

げた。釈尊は「７日後、僧迦尸の大池の側に行くように」と告げられた。これを聞い

た四部衆、並びに波斯匿王、ウデーナ王（優填王）、悪生王、優陀延王、頻婆娑羅王

は大歓喜し、これらの人々と迦毘羅衛城の人々らは釈尊の降下されるところへと向っ

た。

　　　７日の初めに釈提桓因は自在天子に命じて須弥山の頂きから僧迦尸の大池に至る３

つの道を造らせた。このとき釈尊は「五盛陰は苦である。これを滅すれば、涅槃の道

の有ることを知る」と説かれ、「若し能くこの法に於て、懈怠すること無くんば、便

ち生死を尽すべし」という偈を唱えられた。『増一阿含』036-005（大正02　p.703

中~707下）　

（1）『西域記』（大正 51　p.889 中）には次のようにいう。「奢　羅故城の中に一伽藍あり、

僧徒百余人が小乗法を学んでいる、世親菩薩が昔この中で勝義諦論を作った。その側に　塔
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婆あり、高さ二百余尺、過去四仏はここで説法した。又、四仏が経行した遺跡がある。伽藍

の西北五六里に　塔婆があり、高さ二百余尺、無憂王の建てたものである。……。新都城の

東北十余里で石　塔婆に到る、高さ二百余尺、無憂王の建てたものである」。

　　　また『西域記』（大正 51　p.945 中）では、「戦地より東へ三十余里行き怨摩城に到る。

彫檀立仏像あり、高さ二丈余り，甚だ霊応多く、時には光明を燭す。疾病あるときその痛い

処に随い金箔を像に貼れば即時に回復する。心を虚に願を請うもの多く、要求が遂げられる

という。その土地の人に聞くと、この像は昔仏在世の時、　賞弥国の　陀延那王が作ったも

のという」。

〈8〉仏は舎衛国祇樹給孤独園におられた。そのとき多数の比丘たちが普会講堂に集まっ

て、「今、舎衛城では乞食が得難い。順次、一人ひとりが乞食しよう」とか、ある比

丘は「摩竭提国で托鉢しよう」「いや、父王を殺し、提婆達多を友とする阿闍世王の

治世だからやめるべきだ」とか、あるいは「拘留沙国で托鉢しよう」「いや、悪生王

は兇悪である」とか、「拘深波羅　城、ウデーナ（優填）王所治之処、篤信仏法意不

移動。我等宣在彼土乞食」などと論議していた。これを天耳を以て聞かれた釈尊は講

堂に趣かれ、比丘たちに「国を称讃するな。王の優劣を論ずるな」と教誡され、「そ

れ人が善悪を作さば、行の本に所因有り、善を為さば善報を受け、悪には悪果報を受

けん」という偈を唱えられた。そして「①　少欲知足、②　勇猛心、③　多聞、④　人の與に
法を説くこと、⑤　畏れ無く恐れること無きこと、⑥　戒律具足、⑦　三昧成就、⑧　智慧成
就、⑨　解脱成就、⑩　解脱見慧成就に関して論ずべきである」と説かれた。『増一阿含』
047-006（大正02　p.782上~下）

〈9〉世尊が拘　弥に住しておられたとき、勇猛なる大臣が出家したので、ウデーナ（憂

填）王が婦と田地を与えるから還俗せよと勧めた。この比丘の問いに仏は「もし、こ

の難事あれば便ち応に去るべし」と言われた。『四分律』「安居　度」（大正22　

p.834上）

〈10〉世尊は拘　弥の瞿師羅園に住しておられた。王ウデーナ（憂陀延）（1）は跋難陀釈

子と親友で、夏安居を請うた。ところが他の場所で豊かな供養があると聞いて、他に

移ってしまった。世尊はこの因縁により「夏安居を失う」と制された。『四分律』

「安居　度」（大正22　p.835上~下）

　　　　（1）Vinayaはコーサラ国波斯匿王、『十誦律』は舎衛城とする。

〈11〉世尊は拘　弥（1）に住しておられた。ウデーナ（優填）王は跋難陀と親厚で、王が

招待して夏安居に入った。ところが他の住処に住した比丘たちは多くの衣を得たと聞

いてそちらに移り、また帰ってきた。釈尊は「両方の処を失う」と説かれた。『四分

律』「房舎　度」（大正22　p.944中~下）

　　　　（1）Vinayaは舎衛城とする。

〈12〉世尊は拘　弥におられた。ウデーナ（優陀延）王は賓頭盧の親しい知識であったの

で毎朝訊問した。そのとき不信楽の婆羅門大臣があって、賓頭盧が立って迎えないこ

とをなじり、もし立って迎えないなら命を奪えと入れ智慧した。賓頭盧はその心を知っ

て、もし立って迎えなければ自分を殺し、王は地獄に落ちるだろう、しかし立って迎

えれば位を失うだろうと予知し、立って迎え、このわけを話した。『四分律』「雑　

度」（大正22　p.961中）
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　［2-2］B文献資料を紹介する。

〈1〉むかし Allakappa 国（ raTTha）の Allakappa 王と VeThadIpaka 国（ raTTha）の

VeThadIpaka王とは少年時代から親友で同じ先生の下で教育を受け、それぞれ父王の

死後王位を継いだ。そしてこの世の無常を感じ共に王位を息子に譲り、ヒマラヤ地方

に隠棲した。VeThadIpakaは先に死んで、天子に生まれかわってAllakappaを訪ねた。

Allakappaが象の糞害に悩まされていることを告げると、VeThadIpakaは象を惹きつ

けるための琵琶（vINA）を与え、3種の弦の弾き方と呪文（manta）を教えた。

　　　その時 Parantapaがコーサンビーの王だった。ある日妊娠中の夫人は王と一緒に戸
外で赤いマント（kambala）を纏い、王の指輪（muddika）をはめたり外したりして

戯れながら日光浴をしていたところ、巨大な鳥が肉片と間違って彼女に飛びかかり連

れ去った。ヒマラヤ地方のニグローダ樹の枝に下ろされた時、彼女は大声で叫び巨鳥

を追い払った。日没時、陣痛が始まり、同時に嵐となったが、夜明けとともに晴れそ

の時子供が生まれた。雨の季節（megha-utu）と、山の季節（pabbata-utu）に、明

け方（aruNa-utu）に生まれたので、彼女は息子をUdenaと名づけた。この樹から遠
からざる所に修行者（tApasa）Allakappaの住所があった。彼は雨の日にはその樹の

下で巨鳥が喰った獲物の骨を拾ってスープにして飲むのが常であったので出向いたと

ころ、頭上の枝から赤子の鳴き声を聞いた。彼は赤子と王妃を樹から降ろし、彼の草

庵に案内し食事を与えた。王妃は修行者と結婚して子どもを育てた。

　　　ある日修行者は星座を観察し Parantapaの星が隠れるのを見て、「コーサンビーの
Parantapa王が死んだ」と告げた。彼女が泣き出したので訊ねると、「Parantapaは
自分の夫である」と答えた。修行者が生者必滅と言うと、王妃は「自分が泣くのは、

息子がそこにいれば王位継承権があったのに、いまは一庶民になってしまっているか

ら」と答えた。修行者は「心配なさるな、もしお望みならば自分が必ず王位を継げる

ようにしてあげよう」と言って、少年に象を惹きつける琵琶を与え、その弾き方と呪

文を教えた。少年は教えられた呪文によって集めた象群を引き連れ、象のリーダーの

背に乗ってコーサンビーに乗り込み、マント（kambala）と指輪（muddikA）によっ

て Parantapa王の息子であることを証明し、王位についた。Dhammapada-A.（vol.
Ⅰ　 pp.161~169、Burlingame訳　vol.Ⅰ　pp.247~252）

〈2〉コーサンビーの町でパランタパ（Parantapa）という王が国を治めていた。王妃は身

重で屋上で王と一緒に赤い毛布を着て日光浴をしていた。そのとき大鷲が肉片だと思っ

て彼女を捕まえ、飛び去って、山の麓の樹の枝に置いた。彼女が手鈴（pANissara）で

大きな音を出すと鳥は逃げ去り、その場所で彼女は出産した。3日間雨が降ったが、

彼女は毛布を着て坐っていた。その時そこからあまり遠くないところに苦行者

（tApasa）が住んでいて、彼女の声で樹の根元にやって来て、生まれを聞くと助け下

ろして自分の住処に連れ帰った。子どもは雨の季節（megha-utu）と山の季節

（pabbata-utu）に生まれたのでウデーナと名づけられた。苦行者が2人を養ったが、

ある日彼女は誘惑して苦行者に戒を破らせ、一緒に暮らすようになった。そして時が

経過し、パランタパ王が亡くなった。彼女と子は王国に傘を上げたい（rajje chattaM 

ussApetuM）と思った。
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　　　ところで苦行者は帝釈天のもとで得た象の書と技術（hatthigantasippa）を知って

いた。苦行者はそれを子どもに教えた。彼はその技術を使って象を呼び寄せて背中に

乗り、毛布と指輪（muddikA）をもって都に帰って王位に就いた。MN.-A.（vol.Ⅲ　　
pp.324~325）

〈3〉ヴァッツァ国の首都はカウシャンビーであって、その王家をパーンダヴァといった。

この王家にシャターニカを父とし、ヴィシュマティーを母として生を受けたサハスラー

ニーカ王は、アヨーディヤーのクリタヴァルマン王の王女ムリガーヴァティーと結婚

した。ある日身ごもったムリガーヴァティーは血を満たしたような真っ赤な水を満た

した桶の中で水浴びしていたとき、ガルダ鳥が王妃を生肉だと思って東方の山に連れ

去った。しかし彼女が生きているのを知った鳥は、彼女をおいて飛び去った。これを

助けたジャマダグニ仙に、やがて夫に会えるだろうと励まされて、彼女は男の子を生

んだ。その時天から、「ウダヤナという吉祥王が生まれた」という声が聞こえた。母

ムリガーヴァティーはサハスラーニーカ王の名を刻んだ腕輪をこの子にはめさせた。

　　　あるときウダヤナが鹿を追っていたとき、森の中で 1匹の蛇を持ったシャヴァラ族

の男に会い、腕輪と交換にこの蛇をもらって放してやった。蛇は弦の音色美しい琵琶

と蒟醤と凋むことのない花輪の作り方と永久に消えない印を額に付ける技術を教えて

去っていった。一方シャヴァラ族の男は市場で王の名を刻んだ腕輪を売ろうとしてつ

かまって、王はムリガーヴァティーと息子が生きていることを知り、ジャマダグニ仙

のところに迎えに行った。『カターサリットサーガラ・ウダヤナ王行状記』（岩本裕

訳『カターサリット・サーガラ』1、岩波文庫　1954.1　pp.014~022）

〈4〉ピンドーラ・バーラドヴァージャはいつもコーサンビーのガンガー河の岸辺にある

水林（Udakavana）というウデーナ王の庭園に行って昼の坐禅をするのが習わしであっ

た。ある日ウデーナ王も園遊に行って遊び疲れて一人の女の膝に頭をのせて眠った。

他の女たちはピンドーラの法話を聞いた。王が目覚めて後宮の女たちが自分を放り出

してピンドーラの話に喜んでいるのを知り、怒って「何のために来たのだ」と聞いた。

ピンドーラは「遠離のためです（vivekatthaM）」と答えた。王は「お前の遠離を話

せ」と言ったが、彼は王がこれを知ろうと質問しているのではないと考えて答えなかっ

た。王は「語らないなら赤銅色の蟻（tambakipillikA）にお前を噛ませるぞ」と言っ

て、蟻の巣を持ってきた。ピンドーラは王が私に対して罪を犯すならば悪趣に向かう

（apAyAbhimukha）であろうと考えて、神通力によって空に上った。王は過ちを知っ

て、別の日にピンドーラのところに行って帰依した（saraNaM gato ahosi）。

SuttanipAta-A.vol.Ⅱ　（pp.514~515）
〈5〉上座ピンドーラはある日舎衛城に乞食に行き、食事をした後の暑いときに、涼しい

場所で日中を過ごそうと空を飛んでいって、ガンガー河の岸辺にある水林

（Udakavana）というウデーナ王の庭園に行って、木の下に坐った。王もまた園遊し

て疲れて眠った。目覚めた王は女たちが自分を放り出してピンドーラの話に喜んでい

るのを知り、怒って「赤銅色の蟻（tambakipillikA）にお前を噛ませるぞ」と言って、

蟻の巣を持ってきた。上座は王の邪悪な状態を知って、神通力によって空に上った。

王は自分の過ちを知って、園丁に上座が来るときには知らせるように命じて、知らせ
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があったときに行き、ピンドーラに帰依した。SN.-A.（vol.Ⅱ　　pp.393~396）
〈6〉ピンドーラ・バーラドヴァージャは祇園精舎から空中をコーサンビーに赴き、ウデー

ナ王の園へいつも昼間の暑さを凌ぎにいっていた。ウデーナ王が園へ行き昼寝から目

覚めた時、侍女たちは長老の法話を聞いていたので怒って、「この修行者を赤蟻に食

べさせよう」と赤蟻の入った函を長老の体のうえに開けて、ピンドーラを殺そうとし

た（1）。　JAtaka497MAtaGga-j.（vol.Ⅳ　p.373）　
（1）『雑宝蔵経』（大正 04　p.459 下）；優填王子沙羅那が、出家学道頭陀苦行、山林樹下坐

禅繋念のとき、悪生王が危害を加える話となっている。

〈7〉牛臥　芻（ピンドーラ・バーラドヴァージャをさすものと思われる）は　閃毘国の

水林山の王園中の猪坎窟中に住していた。あるときウデーナ王（出光王）はこの王園

に内宮を率いて遊びに来ていたが、遊び疲れて眠ってしまった。そのとき宮人たちは

鬚髪長く、ぼろぼろの衣を着て樹下で坐禅をしている牛臥比丘を見てびっくりして、

「大王よ、鬼あり、鬼あり」と騒いだので、　芻は猪坎窟に入った。王はこの声で目

覚めて、剣を取って窟のところに行き、「汝は何者か」と尋ねた。　芻は釈子沙門で

あると答えたので、「汝は阿羅漢を得ているか、不還・一来・預流果を得ているか」

とさらに尋ねると、いずれも得ていないという。そこで王は怒って、「凡人にして我

が宮女を犯そうとしたのだな。大蟻が填満する窟中に入れて噛み殺させん」と言った。

これを旧住の天神が聞いて助けようと、自分が猪となって窟より走り出した。王がこ

れを追って行っている間に、宮女たちは「聖者よ去りなさい。王は極めて暴悪だから、

あるいは害するであろう」と逃がした。釈尊は室羅伐城に帰った　芻を呼び出して、

この顛末を聞かれた後、「長髪であってはならない」と定められた。『根本有部律』

「雑事」（大正24　p.218中~219上）

〈8〉仏は舎衛国祇樹給孤独園におられた。その時一比丘（ピンドーラ・バーラドヴァー

ジャをさすものと思われる）が句参（コーサンビー）国の石間土室中にいて髪鬚爪は

長く、壊衣を着ていた。時にウデーナ王（優填王）は美人妓女を従えて遊観に出て我

跡山に到った。一美人が山中を散歩してこの比丘を見て、「鬼がいる」と大声で王を

呼んだ。王は剣を抜いて「お前は何者か」と問うと、「我は是れ沙門」と答えた。王

は侍者に命じ捕縛しようとしたが、山神がこれを救うため大猪に化作し王辺を走った

ので、王は猪を逐っていった。その間に比丘は舎衛国祇樹給孤独園中に逃げた。『義

足経』（大正04　p.175下~176上）

〈9〉むかし千福王の子のウデーナ（優陀延）は王の位を嗣いで拘舎弥（コーサンビー）

城に住していた。その城はゆたかで風光明媚であった。ウデーナは形貌端正で、呪象

をよくし、また弾琴が上手で、絵を描くことにも優れていた。時に輔相の子があって

ピンドーラ・バーラドヴァージャ（賓頭盧突羅闍）といい、智慧聡明で出家して果を

具足し、親党を教化しようと拘舎弥城に還ってきた。それを知った王は喜んで会いに

行った。尊者は一切は無常、五欲は衆苦の本、荒野で大悪象に逐われ井戸の中へ逃げ

込む譬喩などを説き、王はこれを聞いて起って合掌五体投地し、懺悔して喜んで宮に

帰った。『賓頭盧突羅闍為優陀延王説法経』（大正32　p.784下）　

〈10〉釈尊は1,250人の比丘サンガとともに、舎衛城から拘藍尼（コーサンビー）国の瞿
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師羅（ゴーシタ）の園に遊行された。時の拘藍尼国の王はウデーナ（優填）といい、

強暴侵剋し、佞言を開納し、女楽に耽荒し、疑網自沈するような人物であった。また

2人の夫人があり、左夫人はマーガンディヤー（照堂）といって人となりは驕傲で、

嫉妬深く、人を陥れるような人物で、右夫人はサーマーヴァティー（該容）といって

仁愛で清素な人であった。『中本起経』（大正04　p.157中）

〈11〉ウデーナ王は寵愛していた牝象バッダヴァティカーを、年老いて役に立たなくなる

と顧みなくなったが、世尊に教えられて牝象の名誉が回復された。JAtaka409
DaLhadhamma-j.（vol.Ⅲ　p.384）

〈12〉仏が王舎城におられた時、瓶沙（ビンビサーラ）王は信敬の心篤く常に四事供養し

ていたが、富蘭那等六師の邪教を信服する者も多くいた。王に弟がいて六師を敬奉し

ていて、仏に供養せよとの王命に従わなかった。王が設けた大会において仏は神通力

を示し、王弟も仏の説法を聞いて法眼浄を得、六師を尊敬しなくなった。六師は悩み、

相談して仏と神通力を競争したいと王に申し出た。仏は王よりこれを聞かれ、毘舎離

（ヴェーサーリー）に去られたが、六師も追ってきた。

　　　仏は衆僧とともに拘　彌（コーサンビー）に来られた。拘　彌王はウデーナ（優填）

といい、群臣を率い奉迎した。六師もまた追ってきて優填王に、「沙門は逃げてばか

りなので、王の命で我々と試合をさせて欲しい」と願い出た。……。越祇国屯真陀羅

王……特叉尸羅国因陀婆弥王……婆羅　国梵摩達王……迦毘羅衛国……舎衛国波斯匿

王……。（舎衛国にて大神通を示し六師を降す）　『賢愚経』（大正04　p.360下~

363中）

　［2-3］上記A文献資料のなかで、ウデーナ王が釈尊に直接に会っていることを記すのは、

〈5〉の「波斯匿王は毘沙王、ウデーナ王（優填王）、悪生王、優陀延王などの他の王を率

いて釈尊のもとを訪れた」とするものと、〈7〉の釈尊が三十三天から降られるときに、

「波斯匿王、ウデーナ王（優填王）、悪生王、優陀延王、頻婆娑羅王は大歓喜し、これらの

人々と迦毘羅衛城の人々らは釈尊の降下されるところへと向った」とするもののみである。

およそこれら諸国の大王が一時に釈尊に会うということはなかろうから、これらは単なる伝

説の類いと判断すべきであろう。そうするとA文献では、ゴーシタ長者もそうであったよう

に、ウデーナ王が釈尊と直接会見して、教えを受けたとする資料はないということになる。

おそらくこれは王と釈尊がそれほど緊密な関係になかったことを示すのであろう。

　また上記資料のうちパ・漢に共通する資料水準の高いものは〈1〉〈2〉のみであって、こ

れらはウデーナ王がピンドーラ比丘に、比丘たちが年若くして出家修業する理由を尋ねてい

るから、それほど仏教に理解があった時期のものとは認められない。〈1〉はこのとき王は

優婆塞になったとしているが、これはむしろ常套句であって、必ずしも歴史的事実を語るも

のではないと考えられる。このほか〈4〉は「怒って比丘を損なおうとした」とするし、〈9〉

は「勇猛なる大臣に還俗せよと勧めた」とし、〈10〉〈11〉は六群比丘の一人として悪名

の高い跋難陀と親密であって、しかも彼は他に王よりも厚遇される雨安居地があったから王

との約束を反古にしたというのであるから、これらも王が仏教にそれほど熱い心を持ってい

なかったことを表しているように考えられる。

　しかし〈3〉や〈7〉〈8〉はウデーナ王が熱心な仏教信者として描かれている。しかし
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〈3〉〈8〉はごく形式的なものであり、〈7〉は仏像の起源として有名な経であるけれども、

説話的色彩が強く、史実を反映しているとは考えられない。

　このようにいずれもそれほど高い資料水準のものではないが、ともかくA文献では、ウデー

ナ王が王の権力や財力をもった仏教の外護者としては描かれていないということができるで

あろう。次項で考察するようにB文献においても、はじめウデーナ王は仏教にむしろ好意を

もっていなかったとされているのは、こうした雰囲気が継承されたのであろう。

　なお以下に紹介するように B文献では、ウデーナ王は象を自在にコントロールできる技を

持っていたとされるが、上に紹介したA文献の中にはそれらしき記述は見いだせない。しか

し後に紹介する、［6］のウデーナ王の王妃とされるヴァースラダッター資料の中の『四分

律』にはこれに関する記述が見られるから、A文献にもこうした伝承がないではないわけで

ある。またMN.085の「菩提王子経」には王子が象に乗り、鉤を使う術に巧みであるとされ
ている。これには相当する漢訳がないが、この象繋がりで菩提王子がウデーナ王の王子とさ

れるとも考えられるので、これについては後に検討したい。

　なお〈6〉〈7〉では同時代の有力な他国王（波斯匿王、頻婆娑羅王、悪生王、優陀延王）

と併称されており、四大国などに名前が上がることからも、強力な王であったということは

いえるであろう。

　［2-4］次にB文献資料を考察してみよう。

　〈1〉から〈3〉はウデーナ王の出自を語るものであるが、話の内容からいっても「ウデー

ナ王説話」とでもいうべきものであって、信じるに足るものではないであろう。しかしここ

に王が象をコントロールする力を得たことが記されているのは注意しておくべきであろう。

　〈4〉から〈8〉はウデーナ王とピンドーラ・バーラドヴァージャの初めての出会いを物語

るものであり、細部では相違するが、一つの範疇に属する説話とすることができる。これら

によればはじめウデーナ王は仏教にまったく理解がなく、むしろ反感すら抱いていたのであ

るが、〈4〉と〈5〉では、この王が仏教に帰依するようになったのはピンドーラ比丘による

ものとしている。しかし次項に述べるように、王妃サーマーヴァティーを語る資料では、王

の仏教帰依はサーマーヴァティーによるものであって、ここにはピンドーラは登場しないか

ら、間接的にではあるが釈尊の教化によることになる。いずれを尊重すべきかは後に検討す

る。

　〈10〉〈11〉はウデーナ王がはじめはけっして立派な人物ではなかったことを語ったも

のである。これに対して王が熱心な仏教信者であったとするものは〈9〉しかない。

　［2-5］以上の A、B文献のなかにはウデーナ王が熱心な仏教外護者であったとするもの

もないではないが、しかしそれほど熱心な仏教信者ではなく、はじめはむしろ好意を抱いて

いなかったとするもののほうが多い。

　後に紹介するサーマーヴァティー資料の中には、サーマーヴァティーが熱心な仏教信者で

あったとする記述の中に、ウデーナ王も釈尊と会っていると推測されるものもあるが、しか

しこの項において紹介したウデーナ王が主人公である文献には、B文献においてすらウデー

ナ王が直接釈尊と会ったとするものはなく、かろうじて〈11〉がそれを想像させるのみであ

る。その外もとより、ウデーナ王が仏教に僧院を寄進したという記述も存しないし、実際に

ウデーナ王が寄進したとされる歴史的遺物も存在しない。仏典に表れるコーサンビーでの仏
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教の活動拠点は、前述したようにもっぱらゴーシタ園であったということを考えると、コー

サンビーの仏教の歴史にウデーナ王はそれほど大きな貢献をしていないといってよさそうで

ある。

　［2-6］なおウデーナ王が仏教に帰信したとして、ゴーシタ長者の帰信とどちらが早いか

ということが問題であるが、これはもちろんゴーシタ長者の方が早いとすべきであろう。コー

サンビーに仏教がもたらされて以降も、ウデーナはむしろ仏教に好意を持っていなかったと

いうことが、何よりの証左である。したがってコーサンビーに仏教がもたらされた貢献者は

ゴーシタ長者であって、コーサラ国と同様に、仏教がこの国に定着するようになったのは、

王族よりも商人階級の方に功績があったということになる。なお、ピンドーラ・バーラドヴァー

ジャが王を仏教に帰信せしめたとしても、コーサンビーに仏教をもたらしたのは、やはり釈

尊自身であったということになるであろう。

　［3］次にウデーナ王の王妃であるサーマーヴァティーを主な登場人物とする資料を紹介

する。

　［3-1］A文献資料には次のようなものがある。

〈1〉比丘らよ、私の弟子優婆夷の中で慈住者（mettAvihArI）中の第一はサーマーヴァティー

である（1）。AN. 001-014-007（vol.Ⅰ　p.026）
（1）ここには他に次のような優婆夷が取り上げられている。第一に帰依したスジャーター・セー

ナーニディ－ター（SujAtA SenAnidhItA）、施者中の第一のヴィサーカー・ミガーラマーター

（VisAkhA MigAramAtA）、多聞中の第一のクッジュッタラー、禅定者中の第一のウッタラー・

ナンダマーター（UttarA NandamAtA）、すぐれた施者中の第一のスッパヴァーサー・コー

リヤディーター（SuppavAsA KoLiyadhItA）、看病者中の第一のスッピヤー優婆夷

（SuppiyA upAsikA）、不動信をもつ者の中の第一のカーティヤーニー（KAtiyAnI）、信頼

すべき者の中の第一のナクラマーター居士女（NakulamAtA gahapatAnI）、随聞信を得た者

の中の第一のクララ家出身のカーリー優婆夷（KALI upAsikA Kurara-gharikA）であって、

サーマーヴァティーはクッジュタラーの次にあげられている。

〈2〉優婆夷の名が列挙される中にサーマーヴァティーがある（1）。AN.008-009-090
（vol.Ⅳ　　p.348）
（1）ここには 28人の優婆夷の名が上げられている。その 24番目がクッジュッタラーであり、

25番目がサーマーヴァティーである。

〈3〉久しく信を発して、心に常に慈行を行ずるのはサーマーヴァティー（奢摩　帝）烏

波薩吉（優婆夷）である（1）。　　彌城に住す。『阿羅漢具徳経』（大正02　p.834

中）

（1）ここには17名の優婆夷があげられている。このうちの8番目がサーマーヴァティーであり、

9番目がクッジュッタラー（潟没儒怛　）である。また 10番目はシュリーマティーと考え

られる善意王女である。なお先の 2人はコーサンビーに住するとされているが、このシュリー

マティーは舎衛城である。前項の資料〈8〉には「拘深波羅　城」という句があり、これが

何を意味するか分からないが、コーサンビーとバーラーナシーが混同される傾向があるのか

も知れない。このようなことと慈行を行じるというところから、この資料もここで取り扱う

サーマーヴァティーであると判断した。

〈4〉我弟子中の聖衆を供養する第一優婆斯はサーマーヴァティー（捨彌）夫人である（1）。
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『増一阿含』007-001~002（大正02　p.560上~中）

（1）他に、「初めて道証を受ける第一は所謂難陀難陀婆羅優婆斯である。智慧第一は久寿多羅

優婆斯である。如来に供養する第一は所謂摩利夫人である。」などがある。

〈5〉世尊はコーサンビーのゴーシタ園に住しておられた。そのときのことであるがウデー

ナ王が園遊しているときに後宮に火事があって（antepuraM daDDhaM hoti）、サー

マーヴァティーをはじめとする 500 人の婦女が死んだ（paJca itthisatAni kAlaG-

katAni honti SAmAvatipamukhAni）。比丘たちの求めに、釈尊はサーマーヴァティー

たちのなかには預流果に達した者や、一来果に達した者、不還果に達した者があって、

それぞれの果報があると説かれた。UdAna  007-010（p.079）

〈6〉世尊は倶舎彌（コーサンビー）国におられた。そのときウデーナ（優填）王には千

人の夫人がおり、一部の500人はサーマーヴァティー（舎彌婆提）を首として善好功

徳があり、一部の500人はマーガンディヤー（阿奴跋摩　AnopamA）を首として悪

邪不善であった。『十誦律』「波夜提082」（大正23　p.125下）

〈7〉釈尊はコーサンビーに住しておられた。そのときコーサンビー（倶　彌）国王の夫

人であるサーマーヴァティー（舎彌）が1500張の氈を布施した。比丘らは長衣とな

るからと受けなかった。阿難がそれを釈尊に伝えると、「10日まで許す」と定めら

れた。10日たったときどうすべきかを釈尊に問うた。「知識比丘に淨施法をなすか、

古いのを捨てて新しいものを受け、10日に1 度易えよ」と言われた。『僧祇律』

「尼薩耆波夜提001」（大正22　p.292上）

〈8〉釈尊はコーサンビーに住しておられた。そのときコーサンビー（倶舎彌）国王の夫

人であるサーマーヴァティー（舎彌）が500張の氈を布施した。比丘らは長衣となる

からと受けなかった。阿難がそれを釈尊に伝えると、「10日まで許す」と定められ

た。10日たったときどうすべきかを釈尊に問うた。「迦　那衣を受けるを許す」と

定められた。『僧祇律』「雑誦跋渠法」（大正22　p.452上）

　［3-2］B文献資料には次のようなものがある。

〈1〉バッダヴァティー（BhaddavatI）の町にバッダヴァティヤ（Bhaddavatiya）という

名の長者が住んでいて、ゴーシタ（Ghosita）長者と友人であった。彼らはこの町と

コーサンビーとを往来する商人からお互いの財産と年齢とを聞いて、贈り物をやった

りもらったりしていたので、まだ会ったことはなかったが友情を感じていたのである。

ある時ヴァッダヴァティヤの家に疫病が発生し、彼は妻と娘とともにゴーシタを頼っ

てコーサンビーに向かったが、町の入口の休憩所で彼と妻は死んだ。ゴーシタ長者の

布施を代わりに行っていた長者の友人のクティンビカ（ΚuTimbika）が娘を憐れんで

養女とした。ゴーシタ長者は自分の作った布施堂が先を争う人々で騒がしいのをむし

ろ楽しんでいたが、彼女はフェンス（vati) を作り、入り口と出口を分けるよう提案

して喧噪をなくしたので、元の名 SAmAに vatiを付して SAmAvatIと呼ばれた。ゴー

シタ長者は永い間この喧噪の声を聞き慣れていたが、これが聞かれなくなったのでク

ティンビカに訊ねたところこの娘の話を聞き、娘から父親のことを聞いて友人の娘で

あると知り、改めて彼女を自分の養女にした。

　　　ある日町の祭りが行われ、サーマーヴァティーも王園に水浴に出かけたが、ウデー
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ナ王が彼女を見そめ、ゴーシタに彼女を差し出すよう申し入れた。ところが彼は拒絶

したので、王は屋敷を封鎖してしまい、彼と妻が自宅に入れないようにした。彼女は

帰ってきてゴーシタ長者たちが外にいるので理由を聞き、王の申し入れを受けるよう

勧めたので、ゴーシタは王にその旨をつたえ、王はサーマーヴァティーを宮廷に入れ

て第一王妃とした（aggamahesiTThAne Thapesi）。Dhammapada-A.（vol.Ⅰ　　
pp.187~191、Burlingame訳　vol.Ⅰ　　pp.266~269)

〈2〉多聞第一として知られるクッジュッタラーと慈住第一として知られるサーマーヴァ

ティーは、パドゥムッタラ仏の時にハンサヴァティヤという家系に生まれた。後に師

の説法を聞いて、それぞれ多聞第一、慈住第一の地位を得たいと望んだ。そして命あ

るかぎり善行を積んで、天界に生まれ、天人の間を百千劫のあいだ過ごした。……

（この間にゴーサカ長者の話がはさまる）……

　　　そしてゴーサカ長者が長者の位を得て、毎日千金の喜捨を行っているころ、ウッタ

ラーは天界に死んで、ゴーサカ長者の家の乳母の胎に生まれた。彼女は生まれたとき

に背が曲がっていた（khujja）のでクッジュッタラー（KhujjuttarA）という名前がつ

いた。

　　　サーマーヴァティーも天界に死んで、バッダヴァティヤ国のバッディヤ市のバッダ

ヴァティヤ長者の家に生まれ、サーマーヴァティーという名前がつけられた。後にそ

の町に飢饉が起こったので、長者は妻と娘の3人で友人であるコーサンビーのゴーサ

カ長者を頼って行くことにした。道中たいへん苦労してコーサンビーにたどり着き、

会堂に宿りした。ゴーサカ長者は自分の家の門口で貧者や浮浪者や乞食たちに布施し

ていた。バッダヴァティヤ長者はこのようなみすぼらしい様子を友人には見せられな

いと、娘をゴーサカ長者のところにやって食事を持ってこさせた。しかし父と母は急

に食べ過ぎたので食べたものを消化できずに死んだ。そのいきさつを聞いたゴーサカ

長者は彼女が友人の長者の娘であることを知って自分の娘とし、500人の侍女をつけ

た。

　　　ある日、ウデーナ王は町を歩いているときに、たくさんの侍女たちにかしずかれた

サーマーヴァティーをみそめ、長者にくれるよう申し込んだが長者は断った。そこで

王は長者とその妻を家から追いだして家を封印させた。それを知ったサーマーヴァティー

は王の申し入れを受けるように言った。王は喜んで1,000人の女の中から500人の賢

い女を選んで侍女とし、サーマーヴァティーを後宮に住まわせた。AN.-A.（vol.Ⅰ　　
pp.418~419、pp.429~433）

〈3〉ウデーナ王にはそれぞれ500人の女のお付を持つ3人の第一王妃（aggamahesI）が

あった。その中のサーマーヴァティーはバッディヤ市（Bhaddiyanagara）のバッディ
ヤ長者（BhaddiyaseTThin）の娘で、父の死後、父の友人であったコーサンビーのゴー

シタ長者の家で育てられた。成人に達した彼女をウデーナ王が見て愛情を生じ、宮殿

に連れてきて潅頂させた。PaTisambhidAmagga-A.（pp.672~674）
〈4〉布施供養の無くなった勝音城から、比丘と比丘尼たちは四散した。大迦多演那は７

日目に「この国に塵土が降る」と予言して、利益大臣の子である紺顔（SyAmAka 

dAraka）を侍者とし、世羅比丘尼は除患大臣の娘であるサーマーヴァティー（紺容　
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SyAmAvatI dArikA）を給侍として城を出た。利益と除患の２大臣は6日の間珍宝が降っ

たのでこれをもって国を出て、それぞれ利益と除患という城を造った。第7日目に、

世羅比丘尼は　閃毘（コーサンビー）城に行き、侍女のサーマーヴァティーを瞿師羅

（ゴーシタ）長者に預けて養育させた。大迦多演那は天女たちと侍者童子を連れて大

聚落に留まり、そこで寺院と神廟と銅盞制底を建てさせたのち、再び旅を続けた。そ

の途中の国々を濫波（LambakapAla）と呼び、小国の王が死んだので、紺顔を立てて

王とした。彼はさらに進んで歩迦孥国（VokhANa）に行った。尊者の母親は亡くなっ

てこの国に生まれ、賢善童女といったが、この童女に説法して錫杖制底を造った。そ

して中国に行こうとして雪山を通り、そこで布羅制底を造り、縛沙河を渡って布灑城

に至って髪爪制底を造り、舎衛城に到着した。『根本有部律』「波逸底迦082」（大

正23　p.880中~881中）

〈5〉その時世尊は王舎城の竹林園に住されていた。影勝王（ビンビサーラ王）は南方か

らやって来た豪傑を将軍にした。そのとき摩竭提国と拘薩羅国との中間の曠野で500

人の盗賊が暴れ回っていたが、将軍はこれを破って曠野城（ALavI）を建てた。ある

因縁から妻を娶るときにこの将軍に初夜を捧げる習慣ができた。人々はこれを不満と

してだまし討ちにしたため、将軍は怨んで夜叉に生まれ変わって大災害をなした。そ

こで子どもを人身御供に捧げる習慣ができた。釈尊はこれを知られて曠野城に遊行さ

れ教化されたので、夜叉は信者となった。そして夜叉はこの順番に当たっていた長者

の子どもを釈尊に返し、釈尊は父母に返した。そこでこの子は曠野手（Hastaka 

ALavaka）と名付けられ、成長したこの子を人々は曠野城の王とした。一方世羅比丘

尼から妙音（ゴーシタ）長者に預けられていたサーマーヴァティー（紺容）はきれい

になっていたので、摩竭提国の影勝大王、拘薩羅国の勝光大王（波斯匿王）、　閃毘

国の明勝大王（1）、広厳城の栗姑毘（リッチャヴィ族）やその他の貴族からも求めら

れていた。困った妙音長者はサーマーヴァティーに選ばせたので、彼女は「夜叉の手

中より受けた童子」を選んだ。他の人々はこれを聞いて怖がって四散した。しかしそ

のとき曠野手は釈尊の説法を聞いたので結婚しなかった。紺容もそこに住して、仏子

のために給仕人となることを望んだ。曠野手は城外に寺院を建て、四事供養して欠少

するところなかった。後に曠野手は病にあって死んで無熱天に生まれた。曠野手が亡

くなった後、サーマーヴァティーは　閃毘の妙音長者のところに帰った。　閃毘王の

ウデーナ（優陀延）王はサーマーヴァティーが処女のまま帰ったと聞いて、妻として

迎えて妙花楼に置いた。『根本有部律』「波逸底迦082」（大正 23　p.883 下~886

上）

（1）明勝大王は不詳。ウデーナ王をさすかもしれない。

　［3-3］まず A文献資料であるが、パ・漢に共通する情報はサーマーヴァティーが優婆夷

の中の慈住（mettAvihArI）第一とされることである。ただし〈4〉は供養聖衆第一とする。

熱心な女性の仏教信者で、慈悲の精神に富む、聡明な婦人であったということになる。また

〈5〉パーリのUdAna によれば、ウデーナ王が園遊している間に後宮に火事があって、侍女

たちとともに焼け死んだということになっている。次に紹介するようにB資料では、この火

事はもう一人の王妃であったマーガンディヤーの企みによって起こされたものとされるが、

コーサンビーの仏教



〈6〉の『十誦律』資料では、王の王妃にサーマーヴァティー（舎彌婆提）とマーガンディ

ヤー（阿奴跋摩　AnopamA）があって、前者は善好功徳であり、後者は愚邪不善であったと

されているから、すでにA文献においてこのような状況設定がなされていたと解釈してよい

であろう。

　また A文献資料には、サーマーヴァティーと侍女のクッジュッタラーとの関係を示すもの

はないが、〈1〉から〈4〉の註に示したように、両者は常に並記されていて、相互に関連す

ることが意識されているようであり、後に［5］のB文献資料において紹介するような王妃

と侍女の関係であったこともすでにA文献において認識されていたと解釈してよいであろう。

しかもこのB文献において語られる物語は、A文献においてクッジュッタラーが多聞第一と

され、サーマーヴァティーが慈住第一とされるのと適合し、A文献の情報を意識して作られ

た物語であるということができる。

　［3-4］次に B文献資料を検討しよう。これらはサーマーヴァティーの出自を語ったもの

で、〈1〉〈2〉〈3〉のパーリのアッタカターによれば、サーマーヴァティーはゴーシタ長

者の友人であったバッディヤ市（Bhaddiyanagara）のバッディヤ長者（BhaddiyaseTThi）

の娘で、両親が亡くなった後にゴーシタの養女として育てられ、後にウデーナ王に見初めら

れて王妃となったとされている。〈4〉〈5〉の『根本説一切有部律』は、勝音城（SovIra

国の首都とされるRorukaか）の除患大臣の娘とされ、その話の内容はパーリ・アッタカター

とは相当異なるが、後にゴーシタの養女となってから、ウデーナ王の王妃となったとするこ

とについては共通する。しかしこの途中で語られる、サーマーヴァティーはたいへんきれい

であったので、たくさんの王たちに望まれたが承知せず、紆余曲折をへて最後はウデーナの

王妃となったというところは、むしろ［6］に紹介するパーリ・アッタカターの王妃マーガ

ンディヤーの話に類似する。

　いずれにせよ、これらの情報の中にどれだけの歴史的事実が含まれているかを判断する材

料をわれわれは持たない。しかしそれほど信頼すべきものが含まれていないであろうことは

いうを俟たないであろう。

　なお以上の資料からは、サーマーヴァティーがなぜ慈住者第一とされるのかという理由は

明らかではないが、後の［8］に紹介するB文献資料の中で、ウデーナ王の怒りに却って王

を憐れんで、その慈悲の力によって王が射た矢が王妃を避けたというエピソードが語られる。

　［4］次にサーマーヴァティーの侍女であったとされるクッジュッタラーの資料を紹介す

る。

　［4-1］A文献資料には次のようなものがある。

〈1〉比丘らよ、クッジュッタラーと難陀の母のヴェールカンダキヤー（VeLukaNDakiyA）

は、私の信仰ある優婆夷の娘の秤（tulA）であり標準（pamANa）である。SN.017-
024（vol.Ⅱ　　p.236）

〈2〉比丘らよ、信仰ある優婆夷はクッジュッタラーと難陀の母のヴェールカンダキヤー

のようでありたいと願うべきである。AN. 002-012-004（vol.Ⅰ　p.088）、AN.
004-176（vol.Ⅱ　p.164）

〈3〉比丘らよ、クッジュッタラー（拘讎多羅）と難陀の母は、篤信の優婆斯の娘の限で
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あり量である。『増一阿含』09-02（大正02　p.562中）

〈4〉比丘らよ、私の弟子優婆夷の中で多聞中の第一はクッジュッタラーである。AN. 
001-014-007（vol.Ⅰ　p.026）

〈5〉私の弟子の中で智慧第一はクッジュッタラー（久寿多羅）優婆斯である。『増一阿

含』07-01（大正02　p.560中）

〈6〉衆會中の多聞の第一はクッジュッタラー（潟沒儒怛　）烏波薩吉（優婆夷）である。

拘　　彌（コーサンビー）國に住す。『阿羅漢具徳経』（大正02　p.834中）

〈7〉優婆夷の名が列挙される中にクッジュッタラーがある。AN. 008-009-090（vol.Ⅳ　
　p.348）

　［4-2］B文献資料には次のようなものがある。

〈1〉（燃灯仏がスメーダ＝善慧を今から無量劫の未来に成仏すると記別して）クッジュッ

タラーと難陀の母とが第一の優婆夷となるであろう。ApadAna（p.429）

〈2〉多聞の中の第一はクッジュッタラーであり、慈住者の中の第一はサーマーヴァティー

であり、多聞の優婆夷の中の第一はクッジュッタラーであり、慈住者の優婆夷の中の

第一はサーマーヴァティーであると示される。

　　　彼女らは 2人ともパドゥムッタラ仏の時代のハンサヴァティ（HaMsavati）という

家系の家に生まれ、後の世に世尊の説法を聞きたいと精舎に行った。このうちクッジュッ

タラーは世尊の一人の優婆夷にして多聞第一の地位に置かれ、サーマーヴァティーは

慈住者第一の地位に置かれたいと願って、2人とも生あるかぎり善を修し、天界に生

まれて天人に輪廻して、百千劫を過ごした。……（この間にゴーサカ長者の話がはさ

まる）……

　　　そしてゴーサカ長者が長者の位を得て、毎日千金の喜捨を行っているころ、ウッタ

ラーは天界に死んで、ゴーサカ長者の家の乳母の胎に生まれた。彼女は生まれたとき

に背が曲がっていた（khujja）のでクッジュッタラーという名前がついた。AN.-A.　
（vol.Ⅰ　　pp.418~419、429）

〈3〉クッジュッタラーは優婆夷の中で多聞を修する第一とされ、有学無碍解を得、女性

の聖弟子となるために、サーマーヴァティーを上首とする500人の女たちに最初に話

をした。これが次第説法（anupubbikathA）である。……

　　　クッジュッタラーはこの賢劫の私たちの世尊の世に、天界に死んでゴーシタ長者の

家の乳母の胎に生まれた。生まれたとき背が曲がっていたのでクッジュッタラーとい

われた。後にゴーシタ長者によってウデーナ王のサーマーヴァティーに与えられ、彼

女の召使いとしてウデーナ王の後宮に住んだ。Itivuttaka-A.（pp.029~032）

　［4-3］パ・漢に共通する A文献資料では、クッジュッタラーは篤信の優婆夷の見本のよ

うな婦人で多聞第一とされるが、それ以外の情報はない。しかしA文献資料においても、サー

マーヴァティーとの関係が認識されていたであろうことは、すでに述べた。

　［4-4］B文献資料では、クッジュッタラーはゴーシタ長者の家の乳母の胎に生まれ、生

まれたとき背が曲がっていたのでクッジュッタラーといわれるようになったとされる。後に

ゴーシタ長者によってウデーナ王の王妃サーマーヴァティーに与えられて、彼女の召使いと

なったとされる。釈尊の話を聞いて仏教に帰依し、その話をサーマーヴァティーに語って聞
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かせ、これによってサーマーヴァティーが仏教に帰依するようになったというのは、次項に

おいて詳しく紹介するエピソードである。

　したがってクッジュッタラーはサーマーヴァティーの侍女であったが、仏教の優婆夷とい

う点では先輩であるから、A文献においてサーマーヴァティーと並記される場合にはクッジュッ

タラーの方が先に記されるのであろう。また「多聞第一」とされるのは、釈尊の話をサーマー

ヴァティーに復唱するために真剣に聞いたというような背景がこれらの物語から想像される。

　

　［5］次に前項において少しく紹介した、サーマーヴァティーとクッジュッタラーが関連

して登場する資料を紹介する。

　［5-1］A文献資料には 2人の関係を明示するものはないが、優婆夷の第一として 2人が

並記されるのは、それが認識されているがゆえであろうということはすでに述べた。

　［5-2］B文献資料を紹介する。

〈1〉その頃ウデーナ王はサーマーヴァティー王妃に花を買うため毎日8カハーパナ（1）を

与え、クッジュッタラーという王妃の侍女が、毎日華鬘師スマナ（mAlAkAra Sumana）

（2）の所へ行って花を買っていた。その日は華鬘師スマナがコーサンビーの 3人の長

者から許可を得て、1日だけ世尊に供養する日に当たっていた。そこで華鬘師が「世

尊を招待しているので、あなたも一緒に説法を聞いていきなさい。その後残った花を

もって帰ればよいでしょう」と勧めた。そして彼女は仏の説法を聞いて預流果に達し

た（sotApattiphale patiTThahi）。それまで彼女は8 カハーパナのうちの4 カハーパ

ナで花を買い、残りの4カハーパナを自分のふところに入れていたが、その日は8カ

ハーパナ全部で花を買って帰った。サーマーヴァティーはいつもの倍の花を見てその

訳を糺し、クッジュッタラーはそのわけを話した。王妃は叱るかわりに、「お前は甘

露を飲んだ（pItaM amataM）のだから私にも与えよ」と言ったので、クッジュッタ

ラーは500人の女を前に仏から聞いた法を説いた。女たちはみな預流果に達した。サー

マーヴァティーは、「これからは汚い仕事はしないでよいから、世尊の所へ行って法

を聞き、帰ってから我々にそれを復唱せよ」と命じた。彼女は誠実に実行したので三

蔵を保持する者（tipiTakadharA）となり、世尊は「声聞優婆夷のなかで多聞にして説

法する者の第一はクッジュッタラー（etadaggaM mama sAvikAnaM upAsikAnaM 

bahussutAnaM dhammakathikAnaM yadidaM KhujjutarA）である」とされた。

Dhammapada-A.（vol.Ⅰ　 pp..208~210、Burlingame訳　vol.Ⅰ　　pp.281~282)　
（1）kahApaNaは貨幣の単位。4pAda、20mAsakaに相当する。クッジュッタラーがくすねた 4

カハーパナは、どの位の価値に相当するのだろうか。盗戒の制戒因縁によれば、当時のビン

ビサーラ王のマガダ国の法制では、「1パーダ＝5マーサカ以上の物を盗んだ場合には、王

は捕らえて殺し、或いは縛し、或いは追放する。」（Vinayavol.Ⅲ　p.45) とされている。
クッジュッタラーのくすねた 4カハーパナ＝16パーダはこのマガダ国での盗罪の 16倍に

相当する重罪ということになる。

（2）ゴーシタ資料【2】［2-2］〈6〉を参照。

〈2〉そのときコーサンビーにゴーシタ長者とクックタ長者とパーヴァーリカ長者の 3人

の長者がいた。この3人は如来が世に出たということを聞いて、祇園精舎に世尊を訪

ねて法を聞き、預流果を得て半月間仏を上首とする比丘サンガに大施を行って、その
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後世尊をコーサンビーに招待した。彼らはコーサンビーにゴーシタ園とクックタ園と

パーヴァーリカ園を造って、やって来られた世尊を毎日毎日供養した。ある日彼らの

給仕者（upaTThAka）であったスマナ（Sumana）という華鬘師（mAlAkAra）が長者

達の許しを得て、仏たちを招待した。そのときサーマーヴァティーに仕えるクッジュッ

タラーという奴隷女が8カハーパナを持ってスマナの家に行って世尊の説法を聞き、

預流果を得た。それまで彼女は4カハーパナを自分のものにし、残りの4カハーパナ

で花を買っていたが、……（上記と同様の話が記される）……クッジュッタラーは優

婆夷の中で多聞第一という地位を得た。PaTisambhidAmagga-A.（pp.673̃674）
〈3〉そのときコーサンビーにはゴーシタ長者、クックタ長者、パーヴァーリカ長者がい

て3つの精舎を造り、コーサンビーに遊行してこられた仏を上首とする比丘サンガに

寄進した。ある日世尊は華鬘作りの長老（MalAkAra-jeTThaka）の家に行かれた。そ

のときクッジュッタラーはサーマーヴァティーの花を買いに8カハーパナを持ってそ

の家に行った。華鬘師は「今日は花を全て世尊に献上したい、あなたも一緒に説法を

聞きなさい」と言った。……（以下Dhp.-A.と同様な話が記される）……サーマーヴァ
ティーはクッジュッタラーを礼拝して、「今日からはあなたは汚い仕事をする必要は

ありません。私たちのために師をつとめて下さい」と尊重した。……

　　　そしてサーマーヴァティーを上首とする500人の女たちは、あなたが毎日世尊のと

ころに行って法を聞いて、それを私たちに説いて下さい、と言った。彼女はそのよう

にして三蔵を知るようになり、世尊は「女性の声聞優婆夷のなかで多聞の第一はクッ

ジュッタラー（etadaggaM mama sAvikAnaM bahussutAnaM upAsikAnaM yadidaM 

KhujjutarA）である」といわれることになった。Itivuttaka-A.（pp.029~032）

〈4〉サーマーヴァティーは侍女のクッジュッタラー（曲背）女に毎日千金を与え香を買

わせていたが、曲背女は500金をだまし取っていた。しかし仏法を聴くに及んでこれ

をやめた。サーマーヴァティー夫人はいつもより香が多い理由を聞いて、「自分は外

出できないのでお前は毎日世尊所へ詣り、妙法を聴いて自分の為に説きなさい」と命

じ、彼女を世尊の元にやって聞法させ、間接的に法を聞いて不還果を得た。『根本有

部律』「波逸底迦082」（大正23　p.886上）

〈5〉コーサンビーのウデーナ（優填）王の右夫人のサーマーヴァティー（該容）にはクッ

ジュッタラー（度勝）という長老の青衣があった。クッジュッタラーは町に出て香を

買う役目を仰せつかっていたが、香のお金を少しずつ貯めては、仏や比丘たちに食事

を供養していた。このような功徳により香気が旧に倍するようになり、そのわけを尋

ねられて事情を話すと、サーマーヴァティーは仏という言葉に喜び、クッジュッタラー

が聞いてきた仏の説法を又聞きするようになった。『中本起経』（大正04　p.157中

~下）

　［5-3］ここに紹介した B文献資料は、パ・漢すべてに共通する情報を伝える。簡単に言

えば、クッジュッタラーはサーマーヴァティーの侍女であって、サーマーヴァティーの使い

で毎日町へ花（あるいは香）を買いに行っていたが、その時偶然に釈尊の説法を聞くことに

なってたちまち帰依し、サーマーヴァティーはこのクッジュッタラーから釈尊の話を間接的

に聞くことによって、仏教に帰依することになったということである。
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　そしてパーリ資料は、クッジュッタラーが釈尊の話を聞いたのは華鬘師スマナの勧めによ

るとする。このスマナは前節に紹介したゴーシタなどの3人の長者が、釈尊を初めてコーサ

ンビーに招待して交互に供養したその時に、1日だけ自分にも供養させてくれと願って許さ

れた、あの3人の長者に仕えていた者である。したがってこの物語を信じるとすれば、クッ

ジュッタラーとサーマーヴァティーが釈尊に帰依するようになったのは、釈尊が初めてコー

サンビーを訪れられたその時のことということになる。

　［6］次にパーリのアッタカターにおいて、ウデーナ王の第 2の王妃とされるヴァースラ

ダッターを主な登場人物とする資料を紹介する。

　［6-1］A文献資料としては次のもののみであって具体的な名は記されないが、B文献資

料から、それがヴァースラダッターであると知られる。

〈1〉世尊は拘　弥におられた。ウデーナ（優陀延）王は賓頭盧の親しい知識であったの

で毎朝訊問した。そのとき不信楽の婆羅門大臣があって、賓頭盧が立って迎えないこ

とをなじり、もし立って迎えないなら命を奪えと入れ智慧した。賓頭盧はその心を知っ

て、もし立って迎えなければ自分を殺し、王は地獄に落ちるだろう、しかし立って迎

えれば位を失うだろうと予知し、立って迎え、このわけを話した。ウデーナ（優陀延）

王の「何時王位を失うのか」との問いに「今後7日 ｣と答えたので王は急いで戻り城

を固めたが、何事もないので、ガンジス河に遊んだ。そのとき、慰禅王の国に7年間

も雨が降らず、マガダ国の瓶沙王には出水珠があると聞いて、王舎城を兵糧攻めしよ

うと取り囲んだ。しかし大臣が機転を利かして蓮を植え、波羅殊提王にも食料は十分

であるから、共に戦ってはならないと使いを送った。しかし慰禅王に国を奪う気持ち

はなく、ただ出水珠を求めての戦いであったことが判ったので、珠を送る事にし、波

羅殊提王は兵をコーサンビーに戻そうとした。その途中で、ウデーナ（優陀延）の遊

ぶのに会い、象使いと琴をよくするので捕らえて国に還り、自分の子である瞿波羅

（王子、拘波羅とも書かれている）に調象術を、自分の娘（固有名詞は上げられない

けれどもヴァースラダッターをさすと考えられる）に琴を教えさせて、7年間捕虜と

した。そのとき跋難陀釈子はコーサンビーのサーマーヴァティー夫人（奢弥跋提）の

ところから慰禅国のウデーナ（優陀延）の所に行き、帰りに手紙を託されて運んだの

で、「比丘は白衣のために使いをするべからず」という規則が定められた。

　　　その間にウデーナ（優陀延）は琴を教えていた王女と通じたけれども、これを知っ

た瞿波羅王子は自分の師匠であるからと黙っていた。のちウデーナ（優陀延）は王女

を連れて逃亡し、国に帰って、八婆羅門を供養することとなり、摩訶迦旃延は大婆羅

門種であるからとその筆頭となった。世尊はその招待の席で、種々に（十善業道、戒、

四禅、四無色定などを）説法された。『四分律』「雑　度」（大正22　p.961中）

　［6-2］B文献資料も少ない。

〈1〉ウデーナのもう一人の王妃はウッジェーニー（UjjenI) の王チャンダパッジョータ

(CaNDapajjota) の娘ヴァースラダッター（VAsuladattA）である。ある時チャンダパッ

ジョータは豪華な庭園から戻りながら、「このような強大な国を持つ者が他にいるだ

ろうか」と訊ねたところ、家臣が「コーサンビーのウデーナ王がいる」と答えたので、
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「彼を捕虜にせよ」と命じた。そこで策を巡らせ木製の象を作って60人の男をその

中に入れ、国境近くの池の堤においた。森の番人がこれを見て、「真っ白な王にふさ

わしい象を見つけた」とウデーナ王に報告した。彼は出かけて呪文を唱えたが、それ

が効かないのでさらに追いかけているうちに、軍隊と離れて独りになり、チャンダパッ

ジョータ軍に捕えられた。

　　　チャンダパッジョータはウデーナから呪文を聞き出そうとするが、ウデーナは「臣

下の礼をとるなら与える」といったので、チャンダパッジョータは娘のヴァースラダッ

ターにカーテンの陰に隠れて、ウデーナから呪文を聞き出すよう命じた。2人が仲良

くならないように、娘は背の曲がった女（khujjA）で男はハンセン病患者（saGkha-

kuTThin）ということにした。ある日ウデーナは呪文を繰り返し教えても彼女が正確

に反復できないので、「この間抜けの背曲女め」と大声を出した。彼女も怒って「ハ

ンセン病の悪党め」と返答した。2人はお互いにその言葉の意味が分からず、カーテ

ンを開けてみてチャンダパッジョータの企みに気がつき、そして恋に落ちた。ウデー

ナは「自分の命を救ってくれたら君を王妃にしよう」と申し入れ、彼女も応じること

にして、父王に呪文習得のためといって外出の自由を求めた。そしてチャンダパッジョー

タが園遊の間にウデーナはヴァースラダッターとともに牝象に乗って逃げ出した。軍

隊に追いつかれる毎に金貨や銀貨を撒いて逃れ、コーサンビーに還ったウデーナはヴァー

スラダッターを第一王妃にした（aggamahesiTThAne Thapesi）（1）。Dhammapada-A.
（vol.Ⅰ　 p.191~199、Burlingame訳　vol.Ⅰ　　pp.270~274)
（1）T.W.リス・デヴィッヅ著　中村了昭訳『仏教時代のインド』（大東出版社　昭和 59年 8 月）

pp.003~005 に詳しく紹介され、「コーサンビとアヴァンティ国の王家もまた結婚によって結

ばれていた」と、両国の関係が歴史的事実のように書かれている。なおジャイナ教の資料にも、

ウッジェーニーのチャンダパッジョータ王とコーサンビーの関係に言及するものがある。それ

はマハーヴィーラの生涯を描いた子供向けの絵本であるということであるが、それによると次

のような物語である。ウッジャインの王プラディヨータは凶暴であったので「凶暴なプラディ

ヨータ（CaNDa-pradyota）」と呼ばれていた。彼はカウシャーンビーを攻撃したが、その王の

ウダヤナはまだ少年であったので、代りにムリガーヴァティー（MRgAvatI）が統治していた。

プラディヨータ王はムリガーヴァティーが自分の主権を認めるなら、国に帰るという手紙を送っ

たのに返事がなかったので、王は怒ってカウシャーンビーを攻撃した。その時尊師マハーヴィー

ラはカウシャーンビーにやってきて説法したが、その聴衆の中にムリガーヴァティー妃もプラ

ディヨータ王もいた。王妃は尊師の教えを聞いて「プラディヨータ王が許すなら予修式（dIkXA）

を受けたい」といい、王が「私はあなたの子であるウダヤナを自分の子と見なして、助けよう」

とそれを許したので、その争いは鎮まった。「中村元選集［決定版］第 10巻」『思想の自由と

ジャイナ教』pp.701~702　

〈2〉アヴァンティの王チャンダパッジョータ（CaNDapajjota）は、ウデーナ王の象使い

の術を得ようと、兵を潜ませた木の象を作って王を捕え、技術を盗ませるために自分

の娘（固有名詞は上げられないけれどもヴァースラダッターをさすと考えられる）を

送りだした。ウデーナ王はこの娘と結婚して自分の都に帰った。彼女の胎に生まれた

のがボーディ王子である。MN.-A.（vol.Ⅲ　　p.325）
〈3〉ウデーナ王にはそれぞれ500人の女のおつきを持つ3人の第一王妃（aggamahesI）

があった。チャンダパッジョータ王の娘がそのうちの一人のヴァースラダッターであ
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る。PaTisambhidAmagga-A.（pp.672~674）
　［6-3］A文献資料は漢訳の『四分律』であり、B文献資料はパーリのアッタカターであ

るが、物語のあらすじは完全に一致する。釈尊の生涯や釈尊教団形成史と関係するような記

述は含まれていないが、B文献の〈2〉によれば後に検討するボーディ王子は、ウデーナ王

とヴァースラダッター王妃の間に生れた子ということになる。

　［7］次にウデーナ王の王妃とされるマーガンディヤーを主な登場人物とする資料を紹介

する。

　［7-1］A文献資料には次のものがある。〈1〉と〈2〉に登場するマーガンディヤはここ

での主題であるマーガンディヤー王妃の父親であって、マーガンディヤー本人ではないが、

B文献資料から知られるように、マーガンディヤーと密接に関連するものであるから、マー

ガンディヤー資料として扱っておく。

〈1〉　（仏の偈）（むかし菩提樹下で悟りを開こうとしたとき）渇愛と不楽と貪欲（と

いう3人の魔女）を見ても、淫欲の交わりをしたいという欲望は起こらなかった。こ

の糞尿に充ちた身体がどれほどのものであろう。その足に触れることすら欲しない。

　（マーガンディヤの偈）もしもあなたが多くの人王たちによって（narindehi 

bahUhi）求められたこのような宝のごとき女を欲しないならば、どんな見解や禁戒や

生活方法やどんな生に生まれ変わることを説くのですか。

　世尊は説かれた。「マーガンディヤよ、これを説くというようなものはない。すべ

てのものがらにおける執着と偏見に固執することなく、内心の安らぎを見たのです」

と。

　マーガンディヤが言った。「聖者は偏見に固執することなく内心の安らぎを見たと

説かれますが、賢者たちはこれをどう説いているのでしょうか」と。

　世尊は説かれた。「マーガンディヤよ、見によっても、聞によっても、智によって

も、禁戒によっても清らかにはならないと、私は説きます。また無見によっても、無

聞によっても、無智によっても、無禁戒によっても清らかにはならないとも説きます。

ただこれらを抛棄し、執着せず、とらわれず、生を望まないこと、これが平安です」

と。

　マーガンディヤが言った。「もし、見解によっても、聞によっても、智によっても、

禁戒によっても清らかにはならず、また無見解によっても、無聞によっても、無智に

よっても、無禁戒によっても清らかにはならないと説かれるとすれば、それは愚鈍き

わまりない教え（momuha dhamma）であると思います。ある人は、見解によって清

らかさはあると考えます」と。

　世尊は「一つの見解に執着してはならない、これは真理（sacca）であるとか虚妄

（musA）であるとかと論争してはならない、諸々の偏見を離れなければならない、

それが解脱である」と、説かれた。SuttanipAta  MAgandiyasutta　vs.835~847

〈2〉仏はこの義足経を説いて言われた。「我は邪なる三女を見ても邪淫を欲しなかった

のに、今さらどうして屎尿を抱くことがあろうか。足をもって触れることさえしない。

我が説く所は、淫を欲せず、法行として内観せざるものなし。悪を聞くと雖も厭を受
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けず、内に止まらず苦を計らず。外なる好き筋や皮の裏を見るに、尊きものはいかに

してこれを受くべきや。内外に行じてこれを覚観し、賢きものの辺において癡行を説

く。……。欲海を捨てて度りて念うことなかれ。村において忍んで行くかしこきもの

は、欲すでに空しく、念想を止め、世の邪毒は伏して生ぜず。……。捨てて想わざれ

ば縛あることなし。かしこきに従って解して懈らず。見と想を制して余にとらざれば、

便ち声を厭うて三界を歩む」と。『義足経』「摩因提女経」（大正04　p.180中~下）

〈3〉世尊は倶舎弥国におられた。そのときウデーナ（優填）王には千人の夫人がおり、

一部の500人はサーマーヴァティー（舎彌婆提）を首として善好功徳があり、一部の

500人はマーガンディヤー（阿奴跋摩　AnopamA）を首として悪邪不善であった。

『十誦律』「波夜提082」（大正23　p.125下）

　［7-2］B文献資料には次のようなものがある。

〈1〉ウデーナのさらにもう一人の王妃はマーガンディヤー（MAgandiyA）である。彼女

はクル国（KururaTTha）のマ-ガンディヤ婆羅門の娘で、母親の名前もマーガンディ

ヤーであり、叔父もまたマーガンディヤといった。彼女は天女のように美しく多くの

大家の子弟から求められていたが、父親は彼女にふさわしくないと拒絶していた。あ

る日世尊は世間を観察し、マーガンディヤ婆羅門とその妻が不還果（anAgAmiphala）

に到達する能力ありと認めたので、衣鉢を持って婆羅門が聖火の供養をしている市場

の一角へ出かけた。婆羅門は世尊の人柄を見て、「この世にこの人に匹敵する人はい

ない、娘をこの人に与えよう」と考えて世尊に申し入れた。彼は急いで家に帰り、妻

と着飾らせた娘を連れて世尊の所へ戻った。世尊は彼の申し入れに答える代わりに、

「成道の際、マーラーとその娘たちがいろいろ誘惑してきたとき、自分は『この糞尿

に満ちた肉体に触れることを望まない、……』と答えた」と偈を唱えられた。これを

聞いて婆羅門と婆羅門の妻は不還果に達したが、マーガンディヤーは「糞尿に満ちた

身体」と言われたことに怨みをいだいて、「自分に相応しい申し分のない夫を見つけ、

ゴータマがなすべきであったことを思い知らせてやりたい」と心に誓った。彼女の両

親は彼女をウデーナ王の王師をしている叔父のチューラマーガンディヤ

（CUlamAgandiya ）に託し、出家して阿羅漢果を得た。チューラマーガンディヤは

「彼女は王妃に相応しい」と考え、彼女をウデーナ王に差し出した。王は気に入って

第一王妃にした（aggamahesiTThAne Thapesi）。Dhammapada-A.（vol.Ⅰ　 p.199~
203、Burlingame訳　vol.Ⅰ　　pp.274~277）

〈2〉そのとき釈尊は舎衛城に住されていたが、仏眼によってクル国のカンマーサダンマ

の町（KammAsadammanigama）に住むマーガンディヤという婆羅門に阿羅漢の機根

があるのを見て、カンマーサダンマに行かれた。婆羅門は金色に光る世尊を見て、自

分の娘（名前は記されていないがマーガンディヤー）を大勢のクシャトリヤの王が求

めても与えないが、与えるならこの人だと考えた。娘も金色であったからである。そ

こで急いで家に帰って娘を着飾らせて、仏に会いに行った。そして婆羅門が娘をあな

たに与えたいというと、世尊は SuttanipAtaの第835偈を説かれた。こうして二人は

以下の偈を説きあった。SuttanipAta-A.（vol.Ⅱ　　pp.542~548、村上真完・及川真
介訳『仏のことば註』第3巻　春秋社　1988　pp.682~696）
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〈3〉その時マーガンディヤは一晩中村外で火を供養して、早朝に村に入った。世尊もま

た村に乞食に入り、マーガンディヤ婆羅門と出会った。彼は十力を見て、自分の娘の

美貌にふさわしい者を探してきたが、このような出家者こそふさわしいと考え、急い

で家に帰った。この婆羅門には出家の家系（pabbajitavaMsa）があり、だからこの出

家者に会ったのだと考えて、大急ぎで妻に命じて娘を着飾らせた。

　　　婆羅門と婆羅門の妻は娘と一緒に世尊に会い、「きみ、出家者よ、私は娘の美貌に

ふさわしい青年を探してきましたが、あなたこそふさわしい。私の娘をあなたに仕え

る者としてさし上げます。受け取って下さい」と申し入れた。世尊は申し入れに答え

るかわりに、「成道の際、マーラーとその娘がいろいろ誘惑してきたとき、自分は

『この糞尿に満ちた肉体に触れるつもりはない、……』と答えた」と偈を唱えられた。

マーガンディヤーは「糞尿に満ちた身体」と言われたことに怨みを抱いたが、婆羅門

と妻はこの世尊の教えによって不還果に達し、出家して阿羅漢果を得た。時にウデー

ナ王は、チューラマーガンディヤ（CUlamAgandiya ）の仲介によってマーガンディ

ヤの娘を後宮に入れた。AN.-A.（vol.Ⅰ　 pp.435~438）
〈4〉ウデーナ王にはそれぞれ500人の女のおつきを持つ3人の第一王妃（aggamahesI）

があった。マーガンディヤ婆羅門の娘マーガンディヤーは世尊の給仕をして父親から

与えられようとして、世尊の偈を聞いて世尊に恨みを抱いた。その両親はMN.075

MAgandhiya-s.（マーガンディヤ経）（1）に説かれているように不還果に達し、出家

して阿羅漢となった。彼女の叔父のマーガンディヤ（cUlapitar MAgandiya）がコー

サンビーに連れていって王に与えた。彼女も王の王妃の一人である。

PaTisambhidAmagga-A.（pp.672~674）
（1）このマーガンディヤは遍歴者（paribbAjaka）とされていて、今の主題に係わる情報は含まれ

ていない。

〈5〉世尊はクル地方を遊行され、カルマーシャダムヤ（KalmAXadamya）に着かれた。

その時この地にはマーガンディヤ（マーカンディカ　MAkandika）と呼ばれる遊行者

が住んでいて娘が生まれた。彼女は大変美しいのでアヌパマー（無比　マーガンディ

ヤーをさす）と命名され大切に育てられた。ある時マーカンディカは町で乞食の後、

木の根元で結跏趺坐されている世尊を見て、この沙門こそ娘の婿に相応しいと思った。

マーカンディカは近づいて娘を献上したいと申し出た。世尊は「糞尿に満ちた彼女に

足でさえ触れない」と偈を唱えた。

　　　マーカンディカはマーガンディヤーを連れてカウシャーンビーに往ってある園林に

留まっている時、ウデーナ王（ウダヤナ・ヴァッツ王　Udayana Vatsa）が見て後宮

に入れ、マーカンディカは筆頭大臣に任命された。DivyAvadana（pp.515~　平岡聡

訳『ブッダが謎解く三世の物語』下　pp.398~）

〈6〉摩沙国人の無憂という外道の婆羅門があり、妻を舎利といった。後に一女を生んだ

が類いまれなほどの美人であったので、無比（アノーパマー＝マーガンディヤーをさ

す）と名付けられた。成長して無比は自分に相応しい容貌の者でなければ結婚しない、

と誓った。そのとき世尊が倶舎弥国にやってこられたのを見た無憂外道は、これこそ

自分の娘に相応しいと家に取って返して、娘を着飾らせて釈尊のところにやって来て、
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娘を与えたいと言った。釈尊は「成道の時に3人の魔王の娘の誘惑にも欲望を生じな

かった。いわんや不浄が充満する卑賎の身に足指すらも近づけたくない」と偈を唱え

られた。無憂と娘はこの言葉を聞いて仏のところから去った。そしてコーサンビーに

行ってウデーナ（　陀延）王に無比を与えた。王は無比を妙花樓に置き、500人の侍

女をつけた。根本有部律「波逸底迦082」（大正23　p.886上~891下）

〈7〉仏は句留国に住しておられた。県を悉作法といった。一人の梵志があり、マーガン

ディヤ（摩因提）といった。その娘（摩因提女）は端正でならぶものがなかったので、

国王や王子・大臣・長者などが競って求めたが、娘にふさわしい者でなければと応じ

なかった。あるとき樹間で坐禅している仏を見た梵志はこれこそ娘にふさわしいと家

に帰り、娘を着飾らせて妻とともに仏に会いに行った。その時仏はA資料の〈2〉に

紹介した偈を説いた。『義足経』（大正04　p.180上~下）

〈8〉コーサンビー（拘深）国に婆羅門があり、マーガンディヤ（摩回提）といった。娘

があってならぶものはない美しさであったので「無比」（マーガンディヤーをさす）

と名づけられた。隣国の王や豪族たちは奪いあったが、婆羅門はこの美しさにふさわ

しい者に与えたいと考えていた。そこに仏がやって来て、これこそがふさわしいと妻

と娘を着飾らせて仏に会いに行った。仏は表面は美しくとも中身は汚らしい、むかし

成道の時に魔天の娘が誘惑してきたが、糞袋のようなものに何で恋い焦がれようかと

言って悪魔を退散させたことを説かれた。婆羅門は恥じ入って、娘をコーサンビーの

ウデーナ（優填）王に与えた。王は喜んで娘を後宮に入れ、婆羅門を太傅（大臣）と

なした。『仏説優填王経』（大正12　p.070下~071上）

　［7-3］A文献資料の〈1〉〈2〉は一読してわかるように、B文献のマーガンディヤーが

王妃となる前の事績を語る物語の素材となったものと思われる。

　〈3〉では、ウデーナ王にはサーマーヴァティーとマーガンディヤーの 2人の夫人があっ

て、サーマーヴァティーは善好功徳であり、マーガンディヤーは悪邪不善であったとされて

いる。次項の［8］で紹介するように、B文献ではサーマーヴァティーは善玉、マーガンディ

ヤーは悪玉という構図が定着しているけれども、その構図がすでにここに現れているわけで、

この構図はA文献の時代から引き継がれたものであろう。なぜならサーマーヴァティーはA

文献においても慈住者第一の優婆夷とされるように善玉の代表であり、そしてこの〈1〉〈2〉

に現れるマーガンディヤは釈尊の教えに反対する者として登場しているからであって、マー

ガンディヤーはその娘とされるからである。しかしながらB文献では、父親と母親は、ここ

に唱われた偈によって不還果に達したとされている。

　［7-4］B文献ではマーガンディヤーは比類なき美貌の持ち主で、そこで「無比」とも呼

ばれるのであるが、彼女は王や王子や大臣や長者から求められたけれども、両親はそれには

応じず、釈尊こそ娘にふさわしい者と見込んだが、糞尿に充ちた身体には触れたくもないと

断られ、そこで釈尊に恨みを抱くようになったとされている。このような物語の素材は明ら

かにA文献の〈1〉〈2〉にあるわけであって、注釈書が必ずしも荒唐無稽な物語を創作し

たということはなさそうに思われる。

　［8］次にサーマーヴァティーとマーガンディヤーの関係資料を紹介する。
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　［8-1］A文献資料には次のようなものがある。

〈1〉そのとき小国に反乱があって、王は城の後事を摩　提（MAgandiya）婆羅門に託し

て出征した。婆羅門はマーガンディヤー（阿奴跋摩）の父親で、ここまで取り立てら

れたのは娘のおかげだと考えて、サーマーヴァティー（舎彌提）の後宮を火事にさせ

て皆殺しにした。王はこの因縁を知って、婆羅門を国外追放に処し、マーガンディヤー

を殺した。『十誦律』「波夜提082」（大正23　p.125下~126中）

〈2〉時に拘　弥に二部の大衆があった。第 1の師は清論で、共行弟子は雹口、依止弟子

は頭頭伽、優婆塞弟子は頭磨、檀越は優陀耶王、優婆夷弟子は舎彌夫人、後宮青衣弟

子は頻頭摩邏であり、第2の師は善釈で、共行弟子は　雹、依止弟子は　伽、優婆塞

弟子は無烟、檀越は渠師羅居士、優婆夷弟子は魔　提女で名は阿　波磨、後宮青衣弟

子は波駄摩邏人、そして各々に500人の比丘と比丘尼、優婆塞、優婆夷があった。

『僧祇律』「単提004」（大正22　p.333下~334中）

　［8-2］B文献資料には次のようなものがある。

〈1〉クッジュッタラーを通して間接的に釈尊の説法を聞いていたサーマーヴァティーと

500人の女は、直接世尊に会いたいと願うようになったが、後宮を出ることは難しい

ということで、自分たちが住んでいる部屋の壁に穴を開けて、世尊が3人の長者の家

へ行かれる時、穴から眺めて香や花を供養した。

　　　ある日マーガンディヤーはこれらの女たちが住む処を通りかかり、部屋に穴がある

のを見て訊ねたところ、彼女が世尊に対して憎しみをもっていることを知らない女は、

「世尊が町に来られた時、ここで世尊を見て礼拝するのです」と言った。そこでマー

ガンディヤーは仏とサーマーヴァティーらへの恨みを晴らそうとウデーナ王に、「王

よ、サーマーヴァティーと侍女たちは不忠であなたの命を奪おうとしています」と告

げた。王はその言葉を信用しなかったが、3度目に「私を信じないなら、彼女たちの

部屋へ行って自分で確かめてください」と言われ、王はそこへ行き壁の穴を見た。そ

してその訳を説明されたが、彼は怒らず穴を塞がせ、窓を作らせた。

　　　マーガンディヤーは女たちを痛めつけることができなかったので、外道を買収して

世尊が町に現れた時罵声を浴びせ、仏を町から追い出すよう扇動させた。阿難はこの

罵声を聞いて余所に移ろうと勧めたが、世尊は耐えなければならないと、『ダンマパ

ダ』の第320~322偈を唱え、「これは7日間だけで静まる」と言われた。

　　　次にマーガンディヤーは、ウデーナ王の酒の相手をしている時、王師である叔父に

8羽の死んだ鶏と 8羽の生きた鶏を持って宮廷に来るよう依頼した。そしてマーガン

ディヤーは王のために生きた鶏の調理をサーマーヴァティー以下の女たちに命じるよ

うに勧めた。王は従者に命じたが、サーマーヴァティーの女たちは「殺生は行わない」

と拒絶した。そこでマーガンディヤーは、「この鶏を調理して沙門ゴータマに送れ」

と命じるよう王を唆した。こんどは従者は生きた鶏を持って行くふりをして、死んだ

8羽に取り換えて女たちに送って、これを調理し世尊に届けるようにと言った。女た

ちは「これは確かに私たちの仕事だ」と受け取った。従者の報告を聞いたマーガンディ

ヤーは王に、「彼女らはあなたの望むようにはしないのです」と言った。しかしこの

ときも王は動じることなく黙っていた。そこでマーガンディヤーは次の手段を考えた。
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　　　当時王は自分の時間をサーマーヴァティーとヴァースラダッターとマーガンディヤー

の3夫人に均等に割き、7日毎にそれぞれの部屋で過ごすことにしていた。マーガン

ディヤーは明日から王がサーマーヴァティーの部屋に行くことを知って、叔父に「解

毒剤で歯を洗った蛇を一匹送ってほしい」と依頼した。王はどこに行く時でも、ヒマ

ラヤ山でアッラカッパ仙から授けられた調象のための琵琶を携えるのが常であった。

琵琶の鞘には穴があり、マーガンディヤーは蛇をその穴に挿入し穴を花束で塞いだ。

王がサーマーヴァティーの部屋に移ろうとする朝、マーガンディヤーは「自分は悪い

夢を見た、そこへ行くべきではない」と止めた。王は聞きいれず、3度繰り返した後

に、それでは私も一緒に参りますと同行した。王は食事の後枕元に琵琶を置いて横に

なった。マーガンディヤーは歩き回る振りをして花束を抜いた。蛇は穴から出て鎌首

を持ち上げた。マーガンディヤーは大声を上げ、「王が自分の言うことを聴かないか

らです。サーマーヴァティーたちは王が亡くなられたほうがよいのでしょう」と非難

した。サーマーヴァティーは女たちに、「私たちには他に拠り所はありません

（amhAkaM aJJaM paTisaraNaM natthi）。王にも、妃にも、自分へも同じ心を持つ

ように（narinde ca deviyA ca attani ca samasamaM eva cittaM）。何人に対して

も怒りを起こしてはなりません（mA kassaci kopaM karittha）」と諭した。

　　　王は死の恐怖に襲われ大いに怒って弓を執り、サーマーヴァティーの胸をめがけて

矢を射たが、彼女の慈の威力によって（mettAnubhAvena）矢は往きと同じ経路で王

の心臓に向かって還ってきた。王は「命のない矢でも彼女の善良さを知っているのに、

人間である自分は知らなかった」とサーマーヴァティーの前に跪き、「自分の拠り所

になってほしい」と偈を唱えた。サーマーヴァティーは「私でなく、ブッダに拠り所

を求めなさい（saraNaM gaccha taM buddhaM）」と偈を返した。

　　　王は世尊に帰依し、世尊を招待して、7日間施食を行った。サーマーヴァティーに

も恩恵を与えようとしたが、彼女は「金や銀は要らない、毎日世尊をお招きして、説

法が聞けるようにしてほしい」と言った。王は世尊に申し入れたが、世尊は「仏は一

箇所にいつも往くことはできない、多くの人が望んでいるから」と答え，代わりに阿

難を指名された。そこで阿難と500人の比丘たちは毎日宮殿に行き説法したので、歓

喜した彼女たちは500の黄衣を贈って敬意を表した。

　　　マーガンディヤーはウデーナ王とともに園遊に出ているときに、叔父にサーマーヴァ

ティーと女たちを後宮に閉じこめて、布に油をしみ込ませて柱に巻き付け、火を放つ

ように頼んだ。火が回ったときサーマーヴァティーは、「輪廻転生している間には何

度もこういう目に会った。これは業の報いです。心をなおざりにしないように」と教

えた。ウデーナ王はサーマーヴァティーの死を知るとたいへん悲しみ、マーガンディ

ヤーの企みであると気づいて、マーガンディヤー自身に告白させるように仕向けて、

その身内のすべてを呼び寄せ、捕えて穴を掘ってその中に坐らせ、藁をかけて火をつ

けた。

　　　比丘たちは信仰深いサーマーヴァティーたちがなぜこうもむごい死に方をしなけれ

ばならなかったのかと不思議がった。仏は輪廻を重ねていく間には放逸に流れて悪い

ことをすることもあると過去の話をされ、マーガンディヤーは生きていても死んでい
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るが、サーマーヴァティーはじめ500人の女たちは死んでも生きていると説かれ、精

進こそ不死の道であり、放逸は死の道であるという言葉で始まる『ダンマパダ』の第

21~23偈を唱えられた。Dhammapada-A.（vol.Ⅰ　 p.210~228、Burlingame訳　
vol.Ⅰ　　pp.282~293）

〈2〉そのときサーマーヴァティーの 500人のお付の女たちは、ウデーナ王に仏に対する

信仰心がなかったので、仏のところに行って仏に会うことができなかった。そこで道

を歩かれる十力を壁を破って穴を作って見た。マーガンディヤーはそれを見てウデー

ナ王に、サーマーヴァティーのお付の女たちはあなたに愛情を持たずに、ゴータマに

帰依し、壁を破ってゴータマの姿を見ています、と告げた。そこで王は、上方に穴の

ある網の窓を作った。

　　　マーガンディヤーは王の心を乱すことができなかったのを知って、彼女らに王に対

する愛情がないことを知らしめようと、8羽の鶏をあなたのために料理するように命

じて下さいと言った。王はそうしたが、サーマーヴァティーは優婆夷にして預流果を

得た者は生きた鶏は料理できませんと触りもしなかった。マーガンディヤーは沙門ゴー

タマのために料理するように命じて下さいと言い、殺させた鶏を渡した。サーマーヴァ

ティーは料理した。マーガンディヤーは「ほらご覧なさい」と言ったが、しかし王の

心を乱すことはできなかった。

　　　ウデーナ王は彼女らの住処に 7日間ずつ行っていた。マーガンディヤーは１匹の黒

い子蛇を琵琶の節のなかに入れて自分の住処に置いた。王はどこに行くにもそれを持っ

ていくのが習わしであった。王がサーマーヴァティーのところに行くとき、マーガン

ディヤーは「彼女は沙門ゴータマに与している者で、あなたではありません。あなた

に瞋恚をなすかも知れませんから、今しばらくここにいて下さい」と言った。王はサー

マーヴァティーの住処に7日間を過ごし、再びマーガンディヤーの住処にやって来た。

その時マーガンディヤーは王の持ってきた琵琶を手に取って動かし、「大王さま、こ

の中で何か動いています」と言って、琵琶を放りだして逃げた。そのとき王は怒りに

歯をガタガタ鳴らして、「急いでサーマーヴァティーと女たちを呼べ」と命じた。サー

マーヴァティーは王の怒っているのを知って、残りの女に相を与え、「王はあなた方

を殺そうとしている、今は特別の慈遍満によって王に遍満させましょう

（odissakamettApharaNena rAjAnaM pharatha）」と言った。王は弓を持ってきて矢

を放とうとした。その瞬間、サーマーヴァティーを上首とする女たちはその領域から

慈を拡げた。王は汗を流し、身体を震わせるばかりで矢を放つことを果たせなかった。

そしてサーマーヴァティーの指示によって矢を地面に向かって放った。その瞬間、王

はまるで水に入ったように衣服も髪の毛も汗びっしょりとなってサーマーヴァティー

の足下に身を投げ出し、「王妃よ私を許してくれ、破壊者の言葉に唆されてなしたの

だ」と言った。そしてサーマーヴァティーの意向にしたがって十力に布施し、食後に

精舎に行って説法を聞くことを許した。そして一人の比丘を招いて法を説いてもらう

ことになり、阿難がその任に当たった。AN.-A. vol.Ⅰ　（pp.440~443）
〈3〉サーマーヴァティーのお付の女たちは仏を見たいと熱望して、壁を破って十力が道

を歩かれるのを見て礼拝した。マーガンディヤーはこの穴を見て、世尊への怨みから
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ウデーナ王に、「サーマーヴァティー付の女たちは壁を破ってゴータマに帰依し、あ

なたを殺そうとしています」と告げた。王は穴を見たけれども黙っていた。

　　　またマーガンディヤーは 8羽の生きた鶏を持ってきて、「大王よ、彼女らにこれを

殺して自分のために料理させよ」と命じて下さい、と言った。彼女たちは殺生はでき

ませんと断った。今度は「沙門ゴータマのために料理することを命じて下さい」と言っ

て死んだ鶏を渡した。サーマーヴァティーは十力のために料理した。しかし王の心を

乱すことはできなかった。

　　　王は 3人の王妃の住処に7日間ずつ留まっていた。王は行くところに象の好む琵琶

（hatthikantavINA）を持っていくのが常であった。マーガンディヤーは王がサーマー

ヴァティーの宮殿に行くときに、歯を解毒剤で洗った１匹の黒い子蛇を琵琶の中に入

れ、花輪で穴を塞いだ。そして王が行ったりきたりしているときに、花輪を抜いた。

蛇が近づいてきて鎌首をもたげた。王は見て怒った。サーマーヴァティーは王が怒っ

ているのを知って、500人の女たちに思いを与えた。「今は特別の慈遍満によって王

に遍満させましょう」（odissakamettApharaNena rAjAnaM pharatha）と。そして自

らそうした。王は弓を持ってきて弦を引き絞り、サーマーヴァティーや女たちに向かっ

て矢を射ようとしたが、汗を流し、身体を震わせるばかりで果たせなかった。そして

サーマーヴァティーの指示によって矢を地面に向かって放った。その瞬間、王はまる

で水に入ったように衣服も髪の毛も汗びっしょりとなってサーマーヴァティーの足下

に身を投げ出し、「王妃よ私を許してくれ」と言い、「自分の拠り所になってほしい」

と偈を唱えた。サーマーヴァティーは「私でなく、ブッダに拠り所を求めなさい

（saraNaM gaccha taM buddhaM）」と偈を返した。王は世尊に帰依し、仏を上首と

するサンガに7日間施食を行った。サーマーヴァティーの願いも聞き届けようとした

ので、彼女は「世尊を500人の比丘とともに定期的にお招きして、説法が聞けるよう

にしてほしい」と言った。王は世尊に申し入れたが、世尊は「仏はいつも一箇所に往

くことはできない、多くの人が望んでいるから」と答え，代わりに阿難を指名された。

阿難は500人の比丘を引き連れて王宮に行き、王妃を上首とする女たちは食事を供養

して法を聞いた。このような王の矢を逃れる忍耐のあり方がサーマーヴァティー優婆

夷の三昧遍満の神通力である（evaM raJJo khuppaM muJcituM avisahanabhAvo 

SAmAvatiyA upAsikAya samAdhivipphArA iddhi）。PaTisambhidAmagga.-A.（pp.674
~676）

〈4〉仏は倶曇弥（コーサンビー）国美音（ゴーシタ）精舎にきて諸天人神龍のために説

法された。時にその国の王の名をウデーナ（優填）といい、仁愛にあふれた夫人（サー

マーヴァティーをさすものと思われる）があって、その操の高さを珍として、常にひ

そかに恭敬していた。仏は国王及び夫人のために法を説き、2人は歓欣信解し、各々

五戒を受け清信士女となった。時に吉星という名の婆羅門がいて世間に比のない美し

い娘（マーガンディヤーをさすものと思われる）がいた。彼は仏のことを聞いて婚姻

を申し込むが拒絶された。彼は怒って立ち去りウデーナ王の所に行き王妃にふさわし

いと勧め、王は納受して第二左夫人とした。彼女は嫉妬深く、大夫人の持斎の時を見

計らって王に召喚させ、命令を聞かないのに怒った王が射殺せんとしたが、矢は反転
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して王に向かった。王は怖れて「何の術か」と質したのに対し、「唯事如来帰命三尊」

と答えた。『法句譬喩経』（大正04　p.603下）

〈5〉あるときウデーナ（　陀延）王はマーガンディヤーともう一人の妻であるサーマー

ヴァティー（紺容）と同座していた。王がくさめをしたとき、マーガンディヤー（無

比夫人）は「南無大天、願わくは王、具寿無病ならんことを」といい、サーマーヴァ

ティー（紺容）は「南無仏陀、願わくは王、長命無病ならんことを」といった。そこ

でマーガンディヤーは「サーマーヴァティーは王の食をはみつつもしかも仏陀を思っ

ている」と非難した。

　　　王は順番を決めて 2人の妻のところで食事をすることになっており、その日はサー

マーヴァティーの番に当たっていた。マーガンディヤーは捕鳥者に生きた鳥を捕まえ

させて、王に食用にすることを勧めた。しかしサーマーヴァティーはこれを受け取ら

なかった。マーガンディヤーは王に、「もし仏や僧に対してなら、サーマーヴァティー

は殺して供養にあてたでしょう」と讒言した。そこで王はサーマーヴァティーに仏の

ための食を整えることを命じた。今度はマーガンディヤーはサーマーヴァティーに死

んだ鳥を与えたのでサーマーヴァティーはこれを受け取り、これを食事として準備し

た。王はサーマーヴァティーが受けたことを怒って矢をサーマーヴァティーに射た。

サーマーヴァティーは慈定に入っていたので、王が射た矢は矢じりを巡らせて王の方

に向かってきた。王がさらに射ようとするので、サーマーヴァティーは「私は不還を

えて、過ちがないのであるから、王が害意をいだけば必ず重罪を招くでしょう」と言っ

た。王は懺悔して、それ以来王はサーマーヴァティーに姉妹の相をなし、新穀新果が

あれば先に授け、自ら安否を尋ねた。

　　　時に王の辺境に叛乱があり、王が出兵している間にサーマーヴァティーの住む後宮

が火事になった。夫人は夜に写経していたので、樺皮・貝葉に引火したのである。そ

れを見た人々は消火しようとしたが、マーガンディヤーの父の無憂大臣はこれを許さ

なかった。そこでサーマーヴァティーと500人の　女は死んだ。王は怒って無憂を死

刑に処し、マーガンディヤーを地牢内に置いた。『根本有部律』「波逸底迦 082」

（大正23　pp.891下~892下）

〈6〉ある時ウデーナ王（ウダヤナ王）と王妃サーマーヴァティー（シャーマーヴァティー

　SyAmAvatI）とマーガンディヤー（アヌパマー　AnupamA）とが同じ場所に居合わ

せ、王が嚔をしたとき、サーマーヴァティーは「仏に帰命します」と言い、マーガン

ディヤーは「王に帰命します」と言った。またある時マーガンディヤーは生きた雉を

サーマーヴァティーに調理させようと企んで、「王のために殺生しない」と断らせ、

一方殺した鳥を渡して「沙門ガウタマのためには調理する」ことを王に知らしめた。

王は怒って彼女に弓を放ったが、弓は舞い戻って王の近くに落ちた。王はすっかりお

となしくなり「おまえは神女か」と聞くと、彼女は「私は世尊の声聞で不還者です」

と答えた。

　　　ある村長が反乱を起こし王が出征中に、後に残ったマーガンディヤ（マーカンディ

カ）はマーガンディヤーに頼まれ、サーマーヴァティーを上首とする500人の女達を

焼き殺した。クッジュッタラー（クブジョーッタラー　KubjottarA）だけは排水溝か
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ら脱出した。DivyAvadana（pp.529~533　平岡聡訳　下　pp.414~419）

〈7〉ウデーナ王の左夫人のマーガンディヤー（照堂）は右夫人のサーマーヴァティー

（該容）を嫉妬して、王に彼女たちは仏のところに行って情を交わしていると讒言し

たが、王は困惑するのみであった。そこでマーガンディヤーは斎日にサーマーヴァティー

を呼び寄せるように言った。サーマーヴァティーは持斎していて来なかった。王は怒っ

て夫人を弓で射ようとしたが、矢は自分の方に還ってきた。王はびっくりして訳を問

い、それから仏教に帰依するようになった。

　　　マーガンディヤーは王が出征している間に、父の国政を預かっている吉星と計って

サーマーヴァティーと侍女たちを焼き殺した。このことが露見して王は吉星を道士で

あることをもって国外に追放し、マーガンディヤーを地窟に幽閉し、邪道を追放して

広く仏法を弘めた。『中本起経』（大正04　p.157下~158上）

〈8〉ウデーナ（優陀延）王の第一夫人はサーマーヴァティー（舎摩）といい、深く如来

を信じていた。第二夫人はマーガンディヤー（帝女）と言い、常に嫉妬心を抱いてい

た。あるときマーガンディヤーは第一夫人が如来と非法を行っていると讒言したので

王は怒り、夫人に矢を射ようとした。しかし夫人は王を哀愍するがゆえに慈三昧に入っ

たので、矢は還ってきた。王は悔恨して仏教に帰依した。『大宝積経』巻97（大正

11　p.543中）

〈9〉コーサンビーのウデーナ（優填）王のサーマーヴァティー（正后）は仏に師事して

預流果を得ていた。マーガンディヤー（無比）は王を惑わせて、王に矢で正后を射さ

せるように仕向けた。しかし正后は怒ることなく、慈心をもって王にかしずいたので

矢は后の周りを回って王のところに帰ってきた。王はびっくりして、それから仏に帰

依するようになった。『仏説優填王経』（大正12　p.071上）

〈10〉コーサンビー（　閃彌）のウデーナ（日子）王のマーガンディヤー（無比摩建　迦）

女はサーマーヴァティー（舎摩　底）妃后を憎み嫉妬して王に妃后らが沙門と淫欲を

行っていると讒言したので王は怒り、サーマーヴァティー夫人を弓で殺そうとした。

しかしサーマーヴァティーは慈心定に入り、矢は虚空で火焔を生じて、自分のところ

にめぐり還ってきた。仏が密護したのである。ウデーナ王は驚いて、それから仏に帰

依するようになった。『仏説大乗日子王所問経』（大正12　p.072中~073上）

　［8-3］先にサーマーヴァティーのところで UdAnaがサーマーヴァティーとその侍女たち

が火事で死んだとしていることを紹介したが、A文献資料の『十誦律』の〈1〉は、それを

マーガンディヤーの仕業であったとしている。〈2〉は並記されているのみであるが、これ

はコーサンビーの破僧事件に関連するものであって、2人が対立していたということは認識

されているといってよいであろう。

　［8-4］B文献資料では、マーガンディヤーがウデーナ王を唆して、サーマーヴァティー

を陥れようとするさまざまな悪巧みが事細かに物語られる。サーマーヴァティーなどが仏や

比丘たちと情を交わしているという讒言や、鶏を王のためには料理せず仏にためには料理す

るというみせかけや、琵琶のなかに蛇を入れてサーマーヴァティーが王を殺そうとしている

というからくりなどである。しかしすべてが失敗に帰し、はじめ仏教を理解しようとしなかっ

た王が仏教に帰信したので、ついに後宮に火を放たせてサーマーヴァティーと侍女たちを皆

コーサンビーの仏教



殺しにし、自らは刑死したとされている。そしてこのなかで、サーマーヴァティーが慈住第

一とされる所以も語られている。

　このようにこれらの物語は、マーガンディヤーのサーマーヴァティーに対する悪巧みが主

テーマであって、ウデーナ王の仏教帰信は副次的に語られるに過ぎないが、ここでは王の仏

教帰信はサーマーヴァティーの自覚的意志によるものではないが、サーマーヴァティーの慈

住の力に王が感服したことによるとされているわけである。

　［8-5］先に紹介したウデーナ王資料では、ウデーナ王の仏教帰信はピンドーラ・バーラ

ドヴァージャによるとしていた。いずれにしても所詮単なる説話の類いであって、信じるに

足りないと片づけることも可能であるが、しかしその他に決め手がない以上、一応の検討を

しておく必要があるであろう。

　ところでいずれの伝承にしても王は、はじめはむしろ仏教に好意を持っていなかったとさ

れている。したがってどちらも同じ時期の出来事であって、2つのうちのどちらかを信頼す

るという必要はなく、2つの事柄が相まって次第に王も仏教に理解を持つようになったと考

えたほうがよいかも知れない。すなわち、ゴーシタら3人の長者の招待によって釈尊はコー

サンビーにおける初めての雨安居を過ごすためにやって来られ、このときスマナたちコーサ

ンビーの他の人々も釈尊の教えに触れて仏教を信じるようになった。このようなときにクッ

ジュッタラーも偶然の機会で釈尊の話を聞く機会を持ち、彼女によって間接的にサーマーヴァ

ティーも仏教に誘われることになって、仏教が王室の中に入ることになった。しかしながら

ウデーナ王自身ははじめは仏教に無関心であって、マーガンディヤーなどの入れ知恵でむし

ろ反感を持っていたのであって、ピンドーラと初めて会ったときも、この時のことであった

と考えれば矛盾はないわけである。しかしながらサーマーヴァティーの慈悲の力や、ピンドー

ラの神通の力によって、王も次第に仏教に興味を持つようになり、そしてついには熱心な仏

教信者になったというのが、もっとも蓋然性のある推測ということになるであろう。

　なおそのように推測することが許されるとしても、ウデーナ王の仏教帰信の時期がいつで

あったのかは問題となるであろう。クッジュッタラーとサーマーヴァティーの仏教帰信は釈

尊のコーサンビー滞在中であったとしても、ウデーナ王の帰信はそうと考えなくともよいか

も知れない。上記の資料ではウデーナ王が釈尊と直接に会ったように描かれているが、釈尊

はサーマーヴァティーらの指導を阿難に委ねられたとしているのであるから、あるいはそれ

は釈尊がコーサンビーを離れた後のことを象徴的に示すかも知れないからである。

　しかしながらこのことも、他の事柄と併せて総合的に考察するために、節を改めて論じる

ことにしたい。

　［9］最後に、ウデーナ王の王女あるいは王妃と考えられるシュリーマティーを主な登場

人物とする資料を紹介する。

　［9-1］A文献資料には次のものがある。

〈1〉サーマーヴァティー（舎彌波提）夫人が焼け死んだときウデーナ（優填）王は悲し

んだが、臣下たちが新宮を作って500人の女を住まわせた。そのなかに瞿羅（ゴーシ

タ）居士の娘でサーマーヴァティーの妹である威徳（シュリーマティーをさすと思わ

れる）がいて、王はともに娯楽するようになった。威徳は姉が熱心な仏教信者であっ
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たので、宮中で仏と僧を供養することを王に願った。王は仏が諸比丘に王宮に入るこ

とを許されていないことを知っていたので、それが王宮でないような宮殿を造り、そ

こに招待した。舎利弗をはじめとする比丘らはそこに行ったが、仏は自室にとどまっ

た。仏は「急因縁あるときには宮中に入ってよい」と定められた。『十誦律』「波夜

提082」（大正23　p.126上~下）

〈2〉よく妙法を敷きて大辯才ある者は善意王女（シュリーマティーをさすと思われる）

である。舎衛国に住す。『阿羅漢具徳経』（大正02　p.834中）

　［9-2］B文献資料には次のものがある。

〈1〉ゴーシラ長者の娘として生まれたシュリーマティー（SrImatI）はたいそう美しかっ

たので望まれてヴァッツァ王であるウデーナ（ウダヤナ）と結婚した。シュリーマティー

は比丘たちに会いたがったが、王が比丘は王宮に入れないというと断食してしまった。

困った王は隣に住んでいるゴーシラ（ゴーシタ）の家の中庭から後宮に通じる出入り

口を作り、ゴーシラの家に比丘たちを食事に招待するときに会えるようにした。ある

日、舎利弗を上首とする比丘サンガが招かれ、シュリーマティーに会って、説法して

四諦に安住させた。DivyAvadAna（pp.541~543、平岡訳　pp.431~433）

〈2〉妙音（ゴーシタ）長者は仏やサンガに給仕するのにいつも一人の婢を使っていた。

この女は死に臨んで、仏や僧に仕えた福縁として、妙音長者の娘として、美貌にして

妙容（1）と似た娘に生まれ、ウデーナ王（　陀延王）の妃となるという願をかけた。

こうして命終して妙音夫人の胎の中に受生した。誕生の時部屋に光明が満ちたので、

シュリーマティー（吉祥慧　SrImatI）と名付けられた。ウデーナ王はこの女を遠く

から見て、マーガンディヤー（無比）と間違え、それが縁で妻とした。シュリーマティー

は後宮で仏法を聞くことを願い、舎利弗が派遣されたが、舎利弗は創制の戒を守り王

宮の門を入らなかったので、「王の寝室に因縁を除きて、門限を過ぎて入れば波逸提」

と随開された。『根本有部律』「波逸底迦082」（大正23　p.893上~中）

（1）話のすじからマーガンディヤーをさすものと考えられる。

　［9-3］上記のように、王妃はゴーシタ長者の娘であって、比丘は王の宮殿に入れないの

で王は王妃の希望を入れて王宮でないような宮殿を造ったこと（あるいは抜け道を造ったこ

と）、舎利弗が登場することなど、A文献B文献ともにいくつかの情報が共通するので、同

じ一つの伝承であって、A文献の〈1〉はその名を「威徳」として、語義からいって必ずし

もシュリーマティーとは重ならないが、B文献の名を尊重するとすれば、ウデーナ王にもも

う一人シュリーマティーという妃がいたということになるであろう。A文献の〈2〉はその

名を「善意」とし、しかも「王女」とするから、これはシュリーマティーに相当しないかも

知れない。

　もしこれを信じるとすれば、ウデーナ王の王室にはサーマーヴァティーのほかにもう一人

熱心な仏教信者がいたということになるが、いずれにしてもこの論文の主題と密接にかかわ

り合う人物ではない。

　［10］以上のように、コーサンビーの王室内の人物として登場するのは、ウデーナ王、サー

マーヴァティー王妃、ヴァースラダッター王妃、マーガンディヤー王妃、シュリーマティー
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王妃、クッジュッタラー侍女の6名である。一般にはウデーナ王にはボーディ王子という王

子があったと考えられているが、上記の資料には主要人物として登場することはなく、わず

かに［6-2］のB文献資料〈2〉のMN.-A.にヴァースラダッター王妃とウデーナ王の子とし

て名前が上がるのみである。そこで果たしてボーディ王子はコーサンビーの王室に関連のあ

る人物であったかという疑問も湧いてくるが、一般的な常識も無視することはできないので、

ここで一応ボーディ王子（BodhirAjakumAra）についての資料を調査し、考察を加えておき

たい。なおボーディ王子の漢訳には菩提、菩伽がある。

　［10-1］ボーディ王子に関するA文献資料は次のとおりである。

〈1〉一時世尊はバッガ（Bhagga）国スンスマーラギラ・ベーサカラ林の鹿苑に
（SuMsumAragire BhesakaLAvane MigadAye）住された。その時ボーディ王子のコー

カナダ（Kokanada）と呼ばれる宮殿（pAsAda）が建設され、ボーディ王子はサンジ

カープッタ青年（SaJjikAputta mANava）に命じて世尊を招待した。翌朝ボーディ王

子は宮殿の階段に白衣を敷いて迎えたが、世尊は白衣の上に昇らず、三度勧められて

阿難を顧みた。阿難が白衣を除くよう王子に告げ、除かれてから供養をうけて、王子

の象に乗って鉤を使う術に巧みなことを例にとって五精進支につき説法された。これ

を聞き王子は、「実に仏なるかな、実に法なるかな、実に法の妙説なるかな、夕に教

示せられて朝に勝進を得、朝に教示せられて夕に勝進を得るとは」と言った。これを

聞いてサンジカープッタが「『実に仏なるかな、実に法なるかな、実に法の妙説なる

かな』というが、仏法僧に帰依するとは言わない」と言ったのに対し、王子は次のよ

うに答えた。「これは母より自分が親しく聞いたものである。一時世尊がコーサンビー

のゴーシタ園に住されたとき、自分を懐妊した母が世尊のところに詣り、『生まれて

くる子が男であっても女であっても仏法僧に帰依します、今日以後終生彼を優婆塞と

して受持されんことを』と申し上げた。また、かって世尊がバッガ国スンスマーラギ

ラ・ベーサカラ林の鹿苑に住された時、私の乳母が私を腰に抱いて世尊所に詣り申し

上げた。『ボーディ王子は仏法僧に帰依します、今日以後終生彼を優婆塞として受持

されんことを』と。このように、私は三度仏法僧に帰依します。今日以後終生わたく

しを優婆塞として受持されんことを」と。MN.085　BodhirAjakumAra-s.（vol.Ⅱ　
p.091）

〈2〉世尊はヴェーサーリーからバッガ国に向かって遊行され、バッガ国スンスマーラギ

ラ・ベーサカラ林の鹿苑に住された。その時ボーディ王子のコーカナダと呼ばれる宮

殿（pAsAda）が建設され、ボーディ王子はサンジカープッタ青年に命じて世尊を招待

した。ボーディ王子は宮殿の階段に白布を敷いて世尊を迎えたが、世尊は白衣の上に

昇らず、三度勧められて阿難を顧みた。阿難が白衣を除くよう王子に告げ、除かれて

から供養をうけ説法されてから、「布衣を踏むべからず、踏む者は悪作に堕す」と制

せられた。Vinaya「小事　度」(vol.Ⅱ　 p.127)
〈3〉その時世尊は跋耆国におられ、人間を遊行して失守摩羅山に往き恐畏村鹿野苑に住

された。時に菩提王子が新殿堂を造ったので、薩闍婆羅門の子を仏所に遣わし、仏及

び僧を請食に招いた。王子は種々の美食を設け殿堂を清掃し、好新衣を布いた。翌朝

世尊は来られたが堂前に立って進まれず、再三の要請にも黙ったままで阿難を顧視さ
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れた。阿難は仏が新衣の上を踏んで行くのを欲せざるを知り、王子に「この新衣を摂

すべし」と伝え王子が衣を却けたので、仏は殿に上り座につかれた。世尊は王子に説

法され、この因縁により「もし大価衣を地に布けば、上に在りて行くべからず。もし

行けば法の如く治す」と定められた。『四分律』「衣　度」（大正22　p.857中~下）

〈4〉仏は婆伽国首摩羅山恐怖林に住された。その時、ボーディ（菩提）王太子はこの山

に新たに講堂を建て、薩闍子摩納に命じて仏を招待した。太子は講堂の内外に雑色の

衣を敷き仏を迎えたが、仏は上がられず三度勧められて阿難を顧みた。阿難が白衣を

除くよう王子に告げ、除かれてから衆僧と倶に上って座についた。諸比丘は一指を以

て或いは二指を以て鉢を捻んで食を受け、鉢を落として床を汚した。世尊はこれによ

り、「一心に食を受けんと当に学すべし」と制せられた。『五分律』「衆学法」（大

正22　p.074中~下）

〈5〉仏は波伽国に遊ばれ、人間教化して、失守羅の毘師藍蜜伽藍に住された。この失守

羅処ではボーディ（菩伽）王子の家に新堂が完成したところで、鳩摩羅といった。王

子は仏にこの新堂に初めての沙門婆羅門として入ってもらおうとして薩若瞿妬路摩牢

を使いにやって招待し、堂と階に布地を敷いて荘厳した。世尊は阿難に二度、王子を

して布地を取り去るようにと指示された。その時仏は、「地の上に敷いた布の上を行っ

てはならない。行けば突吉羅」と定められた。『十誦律』「雑法」（大正23　p.271

下）

〈6〉仏が波伽国におられた時、ボーディ（菩伽）王子は仏及僧に明日食を請うた。翌朝

菩伽王子の家に行き座につかれたが、その家には仏を信じない婆羅門や辺地人がいて、

行食が如法でなく、半分は鉢に入れ、半分は地に置いた。比丘たちはどのように食を

得ればよいのか分からず仏に伺った。仏は「草葉の上の食は食べてよい、土の付いた

ものは土を吹いて食べよ、土が多く付いたものは水で洗って食べてよい」と言われた。

『十誦律』「雑法」（大正23　p.273下）

［10-2］B文献資料には次のようなものがある。

〈1〉（仏がボーディ王子のコーカナダ宮殿に敷いた白い布に上られなかった理由として）

王子には子どもがなく（aputtaka）、「もし子どもが得られるなら仏は布を踏まれる

であろうし、もし得られないならば踏まないであろう」と願を掛けた。世尊は子ども

は得られないと観察されたが、踏めば諸仏に願を掛けても虚しいとか、外道たちは沙

門たちは敷物を破り徘徊するなどという噂がたつであろうなどと考えられて、踏まな

いで沈黙された。MN.-A.（vol.Ⅲ　　pp.322~323）
〈2〉ボーディ王子は誰のもとで象に乗り、鉤を使う術を習ったのか。父親の元において

である。父親もその父親のもとで習った。……ウデーナ王の物語が語られる（［2-2］

の〈2〉参照）……

　　　アヴァンティのチャンダパッジョータ王は、ウデーナ王のもとで象を操る技術を得

ようと、作り物の象を作り、その中に兵士を入れてウデーナ王をおびき寄せて捕えた。

そして自分の娘を送りだしたが、王は娘と結婚してコーサンビーに帰り、ボーディ王

子を生んだ。ボーディ王子は自分の父親のもとでこの技術を習ったのである。

MN.-A.（vol.Ⅲ　　pp.324~325）
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〈3〉この話はボーディ王子が他に類例がない宮殿を建てたことにまつわるものである。

それは殆ど空中に浮かんでいるようで、その名を赤蓮華、コーカナダといった。それ

が完成したとき王子は建築家に、「他にこのような宮殿を建てたことがあるか、それ

とも初めてか」と尋ね、建築家が「この種のものは初めてです」と答えると、王子は

「誰か他の人のためにこのような宮殿を建てられないようにするには、この男を殺す

か、手足を切るか、眼をえぐるのがよい」と考えた。ボーディ王子は親友のサンジカー

プッタ（SaJjikAputta）の所へ行き考えを語った。サンジカープッタは建築家の才能

を惜しみ、王子が殺そうとしていることを教唆した。建築家は「まだ仕上げの仕事が

残っており、そのための材木が必要で、また精神集中のため食事を運ぶ妻以外は近づ

けないように」と王子を謀り、木造のガルーダ鳥を作って妻子を収容して逃れ、ヒマ

ラヤ地方に着地して町を創った。彼はその後木馬王（KaTThavAhanarAja）として知ら

れた。Dhammapada-A.（vol.Ⅲ　p.134~135、Burlingame訳　vol.Ⅰ　　pp.348~
350）

〈4〉この本生物語は、仏がバッガ国のスンスマーラギラの付近のベーサカラー林中にお

られた時に、ボーディ王子について話されたものである。ボーディ王子というのは、

ウデーナ王の子であって、スンスマーラギラに住んでいて、１人の大工にコーカナダ

という宮殿を造らせた。王子は「他の国王にもこのような宮殿をつくるかも知れない」

と考えて大工の目をえぐりとった。仏は王子のこのように残忍であった過去の因縁を

語られた。JAtaka353DhonasAkha-j.（vol.Ⅲ　p.157）
〈5〉その時世尊は室収摩羅山恐畏林鹿園に住された。時に菩提王子は鳥鳴楼を造り、完

成式に仏及び僧を招待した。その時　波難陀は手で以て楼の柱を打ち、楼を震動させ

た。供養人に「どうしてこんなことをするのか」と言われ、「貧寒人菩提、これに愛

著心を起こし命終の後どこに堕ちるのか」と答えたので、王子は大変機嫌を損ねた。

この因縁により、仏は「　芻は手を以て柱を打つべからず、違反すれば越法罪を得る」

と制された。『根本有部律』「雑事」（大正24　p.208中~下）

〈6〉その時仏は江猪山恐畏之処施鹿林におられた。菩提王子は仏及び僧を請じ、妙花楼

に於いて供養を設け楼上に上畳を敷いた。世尊が来られてその衣で覆われたのを見ら

れ、足で踏まれなかったので、王子が敷衣を除くと前進された。外道がこれを聞き

「沙門喬答摩は未だ供養に堪えられないので敷畳を踏まなかった」と言うのを知り、

仏は諸　芻に言われた、「もし信心ある婆羅門、長者、居士が道路処において上妙衣

を敷いて『願わくは慈悲をもって踏んでください』と請うならば、外道の我慢心を伏

せんと欲するが故に、諸行無常想を作して踏みなさい」と。『根本有部律』「雑事」

（大正24　p.223下）

　［10-3］前項までに紹介してきたように、コーサンビーの王室の人脈に関連する物語には

ボーディ王子が登場する場面はなく、仏典におけるボーディ王子の伝承は今紹介したように、

A、B資料ともにほとんど全部が王子がスンスマーラギラに建てたコーカナダと呼ばれる宮

殿に関するもののみである。したがってボーディ王子がコーサンビーの王室に関係する人物

であるかどうかは確認しがたいのであるが、A文献資料のなかの〈1〉に、「一時世尊がコー

サンビーのゴーシタ園に住されたとき、自分を懐妊した母が世尊のところに詣り、『生まれ
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てくる子が男であっても女であっても仏法僧に帰依します、今日以後終生彼を優婆塞として

受持されんことを』と申し上げた」とするので、ボーディ王子はウデーナ王の子というB文

献の伝承が生じたのであろう。しかし厳密に言えば、この経典はボーディ王子をウデーナ王

の子と明示しているわけではない。しかも続く文章では「かって世尊がバッガ国スンスマー

ラギラ・ベーサカラ林の鹿苑に住された時、私の乳母が私を抱いて世尊所に詣り申し上げた、

『ボーディ王子は仏法僧に帰依します、今日以後終生彼を優婆塞として受持されんことを』

と」とされているから、ボーディ王子は青年期に達してからバッガ国に移ったのではなく、

幼少期から住していたものと考えられ、なぜ懐胎した母親がコーサンビーにいたのかという

疑問が生じる。しかもこの部分はMN.085BodhirAjakumAra-s.にしかない情報である。

　このようにボーディ王子がウデーナ王の王子であったという明確な証拠はないのであるが、

あるいはボーディ王子が象に乗り、鉤を使う技術を持っていたということが、ウデーナ王と

結びつけることになったのかも知れない。［2］において紹介したように、ウデーナ王は象

を操る技術を持っていたことで有名だからである。

　しかしながら実はウデーナ王の持つ象の技術に言及する A文献はなく、どうもこれは B

文献において付与されたウデーナ王の人物像であったようである。ということになると、A

文献の範囲で考えると、ボーディ王子の象を操る技術がウデーナ王に結びつけたのではなく、

先のボーディ王子を懐胎した母親がコーサンビーにおいて釈尊に会ったという記事がボーディ

王子をウデーナ王に結びつけたと解釈せざるを得ない。そしてウデーナ王の象を操る技術は

むしろその後で、ボーディ王子がそれを持っていたのは父親が同じ技術を持っていたからだ

というふうに結びつけられたのかもしれない。

　［ 10-4］ ところでバッガ国がどこにあったのかは明確ではない。 MN.085
BodhirAjakumAra-s.ではコーサンビーに近いと解釈されるであろうし、『根本有部律』「飲

酒学処79」（大正23　p.857上）は「　閃毘の失収摩羅山」とするから、これはスンスマー

ラギラがコーサンビーにあったと認識されているわけである。しかし本「モノグラフ」第6

号に掲載した岩井昌悟研究分担者の【論文 5】において検討されているごとく、Vinaya  
Khuddakavatthu-kkhandhaka（vol.Ⅱ　　p.127）では、「世尊は随意の間ヴェーサーリーに
住された後にバッガ国に向かって遊行され、スンスマーラギラ・ベーサカラー林・鹿野苑に

住された」とされ、また続くところでは（vol.Ⅱ　　p.129）では「世尊は随意の間バッガ国
に住された後に舎衛城に向かわれ祇園精舎に住された」とされ、AN.008-003-030（vol.Ⅳ　
　p.228）では「釈尊がバッガ国からチェーティ国に居るアヌルッダのもとに来る」とされ

ているから、バッガ国はヴェーサーリー、舎衛城、チェーティ国、コーサンビーを結ぶ範囲

の中のコーサンビーに近い一地方と推測するのが無難であろう（1）。そしてもしボーディ王

子がウデーナ王の王子であって、しかもヴァンサ国の王子としてバッガ国に住んでいたとす

れば、バッガ国はヴァンサ国の属国的な国であったということになる。

（1）岩井昌悟「原始仏教聖典資料に記された釈尊の雨安居地と後世の雨安居地伝承」（本モノ

グラフNo.6【論文 5】ｐ.109）　なお、釈尊がこの地で説かれた経典についても、当該論

文ｐ.108 参照

　［10-5］このようにボーディ王子がどういう人物であったかについてはわからないことが

多いが、このこと自体は釈尊の生涯の事績や釈尊教団史の年代算定に関係するところはない。
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しかし注目すべきは、ボーディ王子の母親（B文献ではヴァースラダッター）（1）が王子を

懐妊しているとき、釈尊はコーサンビーに滞在されていたということであり、生まれてから

乳母を必要とし、腰に抱かれているような状態の幼児になったときには釈尊はバッガ国にお

られ、そして王子が成人してバッガ国を統治しており、B文献によれば王子に子どもができ

るようになったときにも、バッガ国に住されていたということである。

　王子が成人し、国を統治して、子どもを持つようになるという年齢は早く見積もっても

15歳は下回らないであろう。そして B文献によれば子どもができるかどうかを気にする年

齢に達していたとすれば、少なくとも20歳には達していたとしなければならないであろう。

したがってコーカナダ宮殿のエピソードが王子の20歳のころであったとするなら、懐胎は

20年前ということになり、もしそうだとすれば、王子を懐胎した母親が釈尊に会った時期

は宮殿の建設よりも20年前ということになる。そして王子が20歳ころになったときに釈尊

はバッガ国を訪れられているのであるから、入滅前のことでなければならないが、釈尊が満

80歳を迎えられたのは入滅の前にヴェーサーリーの近郊の竹林村で雨安居に入られた時で

あり、われわれはその前の年の79歳を迎えられた雨安居は王舎城で過ごされたと考えてい

るから（2）、王舎城とコーサンビーの距離から見ても、それは少なくとも釈尊78歳の年以前

でなければならないことになる。そうすると懐胎した王子の母親がコーサンビーで釈尊に会っ

たのは、その20年前の釈尊58歳よりも前ということになる。

　一方釈尊が初めてコーサンビーを訪れられたのは、すでに検討したように少なくとも釈尊

が舎衛城に行かれたよりも以降のことで、おそらく阿難が秘書室長に就任した成道20年以

降のことであったと考えられる。それは釈尊55歳の時であるから、王子の母親が釈尊に会っ

たのは釈尊の55歳から58歳までの間ということになる。ただしそれがより厳密にはいつの

ことで、またこれは釈尊の初めてのコーサンビー訪問の時であったのか、それともそれとは

別の時であったのか、というようなことは別に検討されなければならない。

　またこれと関連するのであるが、果たして釈尊は何回コーサンビーを訪問されたかという

ことも問題となろう。可能性として最大限にあげてみれば、ゴーシタ園が建設されたとき、

ボーディ王子を懐妊した母親が釈尊に会ったとき、もしバッガ国がコーサンビーに近く、バッ

ガ国に来られたときにはコーサンビーにも立ち寄られたであろうと考えれば、ボーディ王子

の乳母が釈尊とバッガ国で会ったとき、そしてコーカナダ宮殿が落成したときの4度であっ

て、その外にも後に検討するように、コーサンビーのサンガに破僧が起こったときにも釈尊

は確実にコーサンビーに滞在されていたのであるし、サーガタが龍を退治して不飲酒戒が制

定されたときにもおられたであろうから、これらとの関連も検討しなければならない。

　このようにこの簡単な記述は、実は釈尊の生涯と教団史の年代推定に密接に関連するから、

これについては節を改めて論じることにしたい。またその際、この情報はパーリにしかなく、

漢訳にこれと対応する経典は存在しないので、A文献資料とはいいながら、資料水準は第2

次であるということも忘れてはならないであろう。

（1）水野弘元氏はボーディ王子の母親をサーマーヴァティーであると推定されている。「初期

仏教の印度に於ける流通分布について」（『仏教研究』7巻 4号、昭和 19年 2 月）

（2）釈尊最後の雨安居はヴェーサーリーの近くの竹林村で過ごされ、その時に 80歳を迎えられ

たことは『涅槃経』によって知られる。そしてこの『涅槃経』は王舎城の霊鷲山においてサ
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ンガが繁栄して衰退しないための「七不退法」を説かれるところから始まる。本モノグラフ

に掲載した【論文 16】に書いたように、釈尊の遊行は 2ヶ月を越えることはなく、しかも

老齢であられたことを考えると、その前年の雨安居はこの王舎城でなされたと推測するので

ある。これは『増一阿含』26-9（大正 2　p.639 上以下）によっても知られる。この経は舎

利弗・目連が世尊の入滅に先立って滅度を取ったことが主題であるが、それは世尊や舎利弗

目連が羅閲城で夏坐を終わった後のことで、「釈迦文仏は久しく世にあらず、年 80に向か

う」とされる時であったとされているからである。

　［10-6］なお『雑宝蔵経』巻 2（大正 4　p.459上~下）に、優填王の王子であるとする

娑羅那の物語があるので、参考のために紹介しておく。

むかし優填王の王子である娑羅那は仏教において出家して頭陀苦行していた。あると

き彼が山林の樹下で坐禅しているとき、悪生王が園遊に来て眠ってしまった。王の　女

たちは遊んでいる間に娑羅那が坐禅しているのに会い、説法を聞いた。目覚めた王がそ

れを見て、あなたは悟りを得ているのか、不浄観を得ているのかと尋ね、比丘がいずれ

も得ていないというので、それなのに女とともに坐すのかと怒って打ち据えた。娑羅那

は自分は王子であって、王位を継げば兵力においても悪生王に引けは取らないのにと、

師の迦旃延に還俗を申し入れた。迦旃延は一晩待てと引き止めた。そして娑羅那に夢を

見させた。夢で娑羅那は還俗して家に還ったが父王はすでに崩御していて、王位を継い

で兵を集めて悪生王と闘ったが敗れ、捕虜になって今にも殺されようとして目が覚めた。

そして師に煩悩の賊を討たずして、どうして悪生王を討とうとするのかと諭されて、心

意解けて預流果を得、さらに精進して阿羅漢果を得た。

　この話は、ウデーナ王とピンドーラ・バーラドヴァージャの話に類似する部分もあるが、

しかし基本的な構造は異なるので、それを下敷きにして作られたウデーナ王の王室とはまっ

たく関係のない話であろう。なお悪生王は［2］のところで紹介したいくつかの文献にビン

ビサーラ・ウデーナ・優陀延王と併称される五王のなかの1人としてあげられる。
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